
大
正
初
期
の
「
剰
余
金
支
出
」
問
題

1
第
二
次
大
隈
内
閣
期
を
中
心
と
し
て

国

分

航

士

大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

【
要
約
】
　
予
鋒
超
過
・
予
算
外
支
出
に
関
す
る
議
会
の
事
後
承
諾
の
規
定
（
第
六
四
条
第
二
項
）
を
持
つ
大
日
本
帝
国
憲
法
の
下
で
は
、
「
責
任
支
出
」

と
も
呼
ば
れ
た
、
国
庫
剰
余
金
そ
の
他
を
財
源
と
す
る
予
算
超
過
・
予
糞
外
支
出
（
「
剰
余
金
支
出
」
）
が
行
わ
れ
た
。
本
稿
は
、
大
正
初
期
の
「
剰
余
金

支
出
」
問
題
を
題
材
に
、
憲
法
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
内
閣
と
議
会
と
の
間
に
如
何
な
る
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
内
閣
と
議

会
は
、
「
剰
余
金
支
出
」
に
つ
い
て
、
憲
法
上
の
根
拠
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
で
国
政
の
円
滑
な
運
営
に
不
可
欠
な
処
置
と
し
て
支
出
を
認
め
つ
つ
も
、
支

出
へ
の
疑
義
を
残
す
こ
と
で
議
会
の
予
箪
審
議
の
完
全
な
形
骸
化
を
玉
響
す
る
と
い
う
、
曖
昧
さ
を
秘
め
た
解
釈
を
志
向
し
て
い
た
。
さ
ら
に
「
剰
余
金

支
出
」
は
、
緊
急
勅
令
（
憲
法
第
八
条
）
や
緊
急
財
政
処
分
（
第
七
〇
条
）
な
ど
の
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
対
策
を
代
替
す
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
お
り
、

「
剰
余
金
支
出
」
を
め
ぐ
っ
て
内
閣
は
、
議
会
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
審
議
を
行
う
枢
密
院
の
解
釈
と
意
向
を
踏
ま
え
る
必
要
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
八
巻
三
号
　
一
一
〇
【
五
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
大
日
本
帝
国
憲
法
の
起
草
に
お
い
て
第
六
章
「
会
計
」
こ
そ
、
「
主
権
論
そ
の
他
明
治
憲
法
と
の
関
連
で
屡
々
好
ん
で
論
じ
ら
れ
る
問
題
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

抽
象
論
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
極
め
て
具
体
的
な
、
つ
き
つ
め
た
形
で
争
点
を
形
成
し
た
」
と
の
卓
見
を
示
し
た
の
は
、
井
上
毅
の
「
運
命
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
通
し
て
「
構
築
物
」
と
し
て
の
明
治
国
家
「
像
」
を
描
い
た
坂
井
雄
吉
で
あ
っ
た
。
行
論
の
中
で
坂
井
は
、
「
夏
島
草
案
」
に
お
け
る
予
算
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超
過
支
出
規
定
の
欠
落
を
指
摘
し
た
井
上
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
推
し
量
り
つ
つ
、
「
不
可
避
と
考
え
ら
れ
る
超
過
支
出
」
を

「「

?
理
す
べ
き
法
的
規
定
が
存
在
し
な
い
」
場
合
、
「
超
過
支
出
を
厳
禁
す
る
趣
旨
に
は
な
り
得
」
た
と
し
て
も
、
「
万
一
超
過
し
た
場
合
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
残
さ
れ
る
の
は
野
放
し
の
恣
意
だ
け
」
と
記
し
て
い
る
。

　
坂
井
の
叙
述
に
導
か
れ
て
帝
国
憲
法
を
眺
め
る
と
、
第
六
四
条
第
二
項
「
予
算
ノ
款
項
二
超
過
シ
又
ハ
予
算
ノ
外
二
生
シ
タ
ル
支
出
ア
ル
ト

キ
ハ
後
日
帝
国
議
会
ノ
承
諾
ヲ
求
ム
ル
ヲ
要
ス
」
は
、
予
算
超
過
・
予
算
外
支
出
に
関
す
る
議
会
の
事
後
承
諾
を
規
定
す
る
。
ま
た
、
予
算
超

過
・
予
算
外
支
出
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
六
九
条
「
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
予
算
ノ
不
足
ヲ
補
フ
為
二
又
ハ
予
算
ノ
外
二
生
シ
タ
ル
必
要
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

費
用
二
型
ツ
ル
為
二
予
備
費
ヲ
設
ク
ヘ
シ
」
に
「
予
備
費
」
が
存
在
し
、
第
一
・
第
二
予
備
金
が
会
計
法
第
七
条
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

議
会
の
事
後
承
諾
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は
、
井
上
も
そ
の
作
成
に
関
与
し
た
伊
藤
博
文
の
『
帝
国
憲
法
義
解
』
に
よ
れ
ば
、
「
行
政
ノ
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ト
立
法
ノ
監
督
ト
ヲ
シ
テ
両
々
並
行
郵
相
調
和
セ
シ
ム
ル
」
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
予
算
超
過
・
予
算
外
支
出
が
予
備
金
の
額
を

超
え
た
場
合
、
そ
の
対
処
は
如
何
に
為
さ
れ
る
の
か
。
帝
国
憲
法
の
下
で
は
、
「
責
任
支
出
」
と
も
呼
称
さ
れ
た
、
国
庫
剰
余
金
そ
の
他
を
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

源
と
す
る
予
算
超
過
・
予
算
外
支
出
（
「
剰
余
金
支
出
」
）
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
剰
余
金
支
出
に
つ
い
て
は
、
『
明
治
財
政
史
隔
や
『
明
治
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

正
財
政
史
紬
の
説
明
と
各
年
度
の
整
理
に
加
え
、
会
計
法
制
定
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
憲
法
制
定
前
後
や
剰
余
金
支
出
の
慣
行
が
誕
生
し
た
初

期
議
会
に
お
け
る
事
実
関
係
と
当
事
者
の
認
識
を
整
理
し
た
小
柳
春
一
郎
と
須
賀
博
志
の
分
析
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
要
と
問
題
の
所
在
を
知
り

　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

得
る
。
さ
ら
に
須
賀
は
、
佐
藤
功
の
先
駆
的
な
業
績
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
正
四
（
一
九
～
五
）
年
の
論
争
を
中
心
に
剰
余
金
支
出
を
め
ぐ
る
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

説
の
整
理
を
行
っ
て
お
り
、
本
稿
の
叙
述
は
こ
う
し
た
先
学
の
知
見
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。

　
こ
の
大
正
四
年
の
論
争
は
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
に
よ
る
剰
余
金
支
出
を
嗜
矢
と
し
た
も
の
で
、
事
後
承
諾
を
め
ぐ
っ
て
議
会
内
で
も
討
論

が
な
さ
れ
た
。
第
二
次
大
隈
内
閣
で
は
、
二
年
度
（
大
正
三
・
四
年
度
）
続
け
て
前
年
度
予
算
が
執
行
さ
れ
る
と
共
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃

発
に
伴
う
関
係
予
算
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
た
。
加
え
て
立
憲
同
志
会
な
ど
を
与
党
と
す
る
内
閣
の
下
で
第
一
二
回
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
野
党

の
立
憲
政
友
会
は
衆
議
院
第
一
党
の
地
位
を
失
っ
た
。
剰
余
金
支
出
問
題
を
め
ぐ
る
議
会
内
外
の
盛
り
上
が
り
は
、
こ
う
し
た
同
時
代
の
国
内
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大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

状
況
、
す
な
わ
ち
内
閣
の
交
替
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
内
閣
と
議
会
の
関
係
や
議
会
内
に
お
け
る
勢
力
の
変
動
を
映
し
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
第
二
次
大
隈
内
閣
に
限
定
せ
ず
、
見
渡
す
時
期
を
少
し
ず
つ
敷
術
し
て
い
く
と
、
剰
余
金
支
出
問
題
と
は
、
帝
国
憲
法
下
の
内
閣
と
議

会
を
め
ぐ
っ
て
、
各
機
関
・
組
織
そ
し
て
そ
れ
ら
に
属
す
る
人
々
が
そ
の
時
々
の
状
況
に
対
蒔
し
、
各
々
の
役
割
と
立
場
を
変
え
な
が
ら
も
同

種
の
課
題
に
対
処
し
て
き
た
も
の
だ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
内
閣
と
議
会
の
聞
に
は
、
予
算
に
つ
い
て
の
「
行
政
ノ
必
要
ト
立
法
ノ
監

督
」
を
め
ぐ
っ
て
、
均
衡
に
至
り
得
る
解
釈
が
時
に
学
理
か
ら
遊
離
し
つ
つ
も
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
本
稿
は
、
第
二
次
大
隈
内
閣
を
中
心
と
し
た
大
正
初
期
に
お
い
て
、
剰
余
金
支
出
を
め
ぐ
っ
て
内
閣
と
議
会
の
間

で
如
何
な
る
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
と
剰
余
金
支
出
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
を
粗
描

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
内
閣
と
議
会
の
み
な
ら
ず
、
枢
密
院
の
存
在
を
視
野
に
入
れ
た
い
。
濃
尾
震
災
へ
の
対
応
を
甲
矢
と
す
る
剰
余

金
支
出
は
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
状
況
で
の
財
政
支
出
と
い
う
性
格
が
強
く
、
支
出
を
め
ぐ
っ
て
は
、
臨
時
議
会
召
集
や
緊
急
勅
令
・
緊
急
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

処
分
な
ど
の
条
文
へ
の
理
解
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
当
該
期
の
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
条
項
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ぐ
る
枢
密
院
内
の
審
議
模
様
も
、
三
谷
太
　
郎
の
「
実
質
的
意
味
の
日
本
の
議
会
制
の
一
環
」
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
剰
余
金
支
出
を
媒

介
と
し
て
、
憲
法
の
運
用
を
焦
点
と
す
る
衆
議
院
・
貴
族
院
を
含
め
た
文
脈
に
読
み
取
り
得
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
期
と
問
題
を
限
定
し
た
上
で
、

「
会
計
」
と
い
う
一
つ
の
観
点
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
本
稿
を
通
じ
て
、

①
坂
井
雄
吉
『
井
上
毅
と
明
治
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
、
＝
二
九

　
頁
。
史
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
仮
名

　
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
適
宜
句
読
点
を
加
え
た
。

②
石
井
紫
郎
『
日
本
人
の
国
家
生
活
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
、
三
六
七

　
頁
。

③
坂
井
、
前
掲
＝
ハ
九
頁
。

④
　
第
一
予
備
金
は
「
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
予
算
ノ
不
足
ヲ
補
フ
モ
ノ
」
、
第
二
予
備

　
金
は
「
予
算
外
二
生
シ
タ
ル
必
要
ノ
費
用
二
充
ツ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
。

帝
国
憲
法
下
の
内
閣
と
議
会
の
関
係
を
考
え
る
一
視
角
を
示
し
た
い
。

　
⑤
伊
藤
博
文
魍
帝
国
憲
法
皇
室
典
範
義
解
』
国
家
学
会
、
一
八
八
九
、
二
七
頁
。

　
⑥
　
　
「
責
任
支
出
」
と
は
、
大
蔵
省
の
編
集
し
た
『
明
治
大
正
財
政
史
』
の
説
明
に

　
　
よ
れ
ば
、
「
国
庫
剰
余
金
又
は
予
算
外
の
収
入
等
を
存
す
る
と
き
は
、
政
府
は
臨

　
　
機
の
処
置
と
し
て
此
の
財
源
を
以
て
、
予
備
金
以
外
に
予
算
超
過
又
は
予
算
外
支

　
　
出
を
行
ふ
」
こ
と
で
あ
る
（
大
蔵
省
編
『
明
治
大
正
財
政
史
㎞
二
、
財
政
経
済
学

　
　
会
、
一
九
三
六
、
二
二
二
頁
）
。
た
だ
し
論
者
に
よ
っ
て
門
責
任
支
出
」
の
用
法

　
　
は
異
な
り
、
国
庫
剰
余
金
そ
の
他
を
財
源
と
す
る
予
算
超
過
・
予
算
外
支
出
に
限

　
　
面
せ
ず
、
予
備
金
支
出
や
憲
法
簗
七
〇
条
の
緊
急
財
政
処
分
な
ど
を
含
む
場
合
が
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あ
る
。
本
稿
で
は
「
責
任
支
出
」
に
つ
い
て
、
史
料
上
の
含
意
が
予
備
金
支
出
や

　
緊
急
財
政
処
分
な
ど
を
含
ま
な
い
と
判
断
で
き
る
場
合
は
剰
余
金
支
出
と
言
い
換

　
え
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
は
「
責
任
支
出
一
と
史
料
上
の
用
語
を
そ
の
ま
ま
用
い

　
た
。
ま
た
支
出
の
財
源
・
方
法
と
い
っ
た
実
態
と
は
離
れ
た
、
政
府
答
弁
や
解
釈

　
と
し
て
の
「
費
任
支
出
」
と
い
う
用
法
に
つ
い
て
は
、
史
料
上
の
ま
ま
と
し
た
。

⑦
明
治
財
政
史
編
纂
会
開
明
門
田
政
史
㎞
三
、
丸
善
株
式
会
社
、
～
九
〇
四
、
お

　
よ
び
前
掲
『
明
治
大
正
財
政
史
』
三
、
四
、
五
の
各
年
度
の
「
予
備
金
及
予
備
金

　
外
支
出
」
を
参
照
。

⑧
小
梛
春
一
郎
「
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
会
計
制
度
の
形
成
」
近
代
日
本
研
究
会

　
編
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
㎏
八
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
六
、
須
賀
博
志
「
剰

　
余
金
責
任
支
出
慣
行
の
誕
生
」
梧
陰
文
庫
研
究
会
編
隅
井
上
毅
と
そ
の
周
辺
』
木

　
鐸
社
、
二
〇
〇
〇
（
以
後
、
須
賀
第
一
論
文
）
、
さ
ら
に
初
期
議
会
に
お
け
る
第

　
六
四
条
第
二
項
の
運
用
に
着
目
し
た
も
の
と
し
て
、
佐
々
木
隆
『
藩
閥
政
府
と
立

　
憲
政
治
』
吉
川
弘
文
館
、
　
一
九
九
二
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
帝
国
憲
法
下
の
財
政

　
制
度
を
理
解
す
る
前
提
は
、
小
嶋
和
司
魍
日
本
財
政
制
度
の
比
較
法
史
的
研
究
』

　
信
山
社
、
｝
九
九
六
、
櫻
井
敬
子
『
財
政
の
法
学
的
研
究
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一

　
を
参
照
。

⑨
佐
藤
功
「
我
が
憲
法
史
上
に
於
け
る
憲
法
争
議
」
～
－
四
・
完
『
国
家
学
会
雑

　
誌
』
五
六
－
八
－
五
六
－
一
〇
、
一
九
四
二
。
特
に
「
責
任
支
出
」
に
つ
い
て
は
、

　
五
六
i
八
、
九
八
－
一
〇
八
頁
。

⑩
須
賀
博
志
「
日
本
近
代
憲
法
学
説
史
に
お
け
る
剰
余
金
支
出
違
憲
論
争
」
曽
我

　
部
真
裕
・
赤
坂
幸
一
編
噸
憲
法
改
革
の
理
念
と
展
開
』
下
、
信
山
社
、
二
〇
一
二

　
（
以
後
、
須
賀
第
二
論
文
）
。
ま
た
、
小
関
素
明
は
「
立
法
権
に
対
す
る
行
政
権

　
の
優
位
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
」
美
濃
部
達
吉
の
立
場
を
示
す
例
と
し
て
、
剰
余

　
金
支
出
に
関
す
る
論
説
を
取
り
上
げ
て
い
る
（
小
関
素
明
「
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
と
し
て
の
立
憲
主
義
思
想
の
思
惟
構
造
と
そ
の
帰
結
扁
『
日
本
史
研
究
』
三
二
二
、

　
一
九
八
九
、
三
八
－
四
二
買
）
。

⑪
須
賀
に
よ
れ
ば
、
「
剰
余
金
責
任
支
出
」
の
論
争
は
「
国
庫
剰
余
金
の
使
途
指

　
定
方
法
」
に
つ
い
て
の
「
制
度
相
互
の
役
割
分
損
を
め
ぐ
る
技
術
的
な
争
い
」
で

　
も
あ
っ
た
（
須
賀
第
二
論
文
、
七
八
八
頁
）
。
憲
法
の
各
条
文
は
、
第
四
三
条
①

　
臨
時
緊
急
ノ
必
要
ア
ル
場
合
二
型
テ
常
会
ノ
外
臨
時
会
ヲ
召
集
ス
ヘ
シ
②
臨
時
会

　
ノ
会
期
ヲ
定
ム
ル
ハ
勅
命
二
依
ル
、
第
八
条
①
天
皇
ハ
公
共
ノ
安
全
ヲ
保
持
シ
又

　
ハ
其
ノ
災
厄
ヲ
避
ク
ル
為
緊
急
ノ
必
要
二
二
リ
帝
国
議
会
閉
会
ノ
場
合
二
於
テ
法

　
律
二
代
ル
ヘ
キ
勅
令
ヲ
発
ス
②
此
ノ
勅
令
ハ
次
ノ
会
期
二
叉
テ
帝
国
議
会
二
提
出

　
ス
ヘ
シ
若
議
会
二
於
テ
承
諾
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
政
府
ハ
将
来
二
向
テ
其
ノ
効
力
ヲ
失

　
フ
コ
ト
ヲ
公
布
ス
ヘ
シ
、
第
七
〇
条
①
公
共
ノ
安
全
ヲ
保
持
ス
ル
為
緊
急
ノ
需
用

　
ア
ル
場
合
二
於
テ
内
外
ノ
情
形
二
型
リ
政
府
ハ
帝
国
議
会
ヲ
召
集
ス
ル
コ
ト
能
ハ

　
サ
ル
ト
キ
ハ
勅
令
蝋
燭
リ
財
政
上
必
要
ノ
処
分
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
②
前
項
ノ
場
合

　
二
於
テ
ハ
次
ノ
会
期
二
於
テ
帝
国
議
会
二
提
出
シ
其
ノ
承
諾
ヲ
求
ム
ル
ヲ
要
ス
、

　
で
あ
る
。

⑫
三
谷
太
一
郎
糊
大
正
期
の
枢
密
院
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
（
引
用
箇

　
所
は
五
頁
）
、
望
月
雅
士
「
枢
密
院
と
政
治
」
由
井
正
臣
編
『
枢
密
院
の
研
究
』

　
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
。
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第
【
章
　
　
「
慣
習
」
と
し
て
の
剰
余
金
支
出

第
一
節
　
　
「
責
任
支
嵩
」
の
誕
生

大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

　
本
章
で
は
、
予
算
超
過
・
予
算
外
支
出
の
議
会
に
よ
る
事
後
承
諾
に
関
す
る
政
府
答
弁
の
変
遷
を
、
先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
概
観
す
る
こ

と
で
、
大
正
初
期
の
剰
余
金
支
出
問
題
を
理
解
す
る
上
で
の
諸
前
提
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

　
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
一
〇
月
、
濃
尾
地
震
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
岐
阜
・
愛
知
二
県
へ
の
救
済
と
し
て
、
第
一
次
松
方
正
義
内
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
「
明
治
二
十
三
年
度
歳
計
剰
余
金
」
の
臨
時
支
出
（
明
治
二
四
年
勅
令
第
二
〇
五
号
）
を
行
っ
た
。
支
出
に
際
し
て
、
内
閣
側
は
予
算
超
過
・

予
算
外
支
出
に
関
す
る
見
解
を
作
成
し
た
。
そ
の
内
容
と
は
、
「
事
後
承
諾
ヲ
求
ム
ル
ノ
義
務
」
と
い
う
条
件
の
下
で
憲
法
第
六
四
条
第
二
項

は
「
予
算
超
過
及
予
算
外
支
出
ヲ
合
法
的
ト
シ
テ
認
メ
」
て
お
り
、
第
六
四
条
と
第
六
九
条
は
「
予
算
外
ノ
支
出
」
を
「
予
備
費
額
」
に
限
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
「
岐
阜
愛
知
二
県
下
震
災
救
済
及
河
川
堤
防
工
事
費
予
算
外
支
出
ノ
件
」
が
、
議
会
の
承
諾

を
求
め
る
た
め
、
第
二
議
会
中
の
衆
議
院
へ
提
出
さ
れ
た
。
解
散
に
伴
う
審
議
未
了
に
よ
っ
て
再
度
の
提
出
を
受
け
た
衆
議
院
（
第
三
議
会
）

で
は
、
河
野
広
中
（
自
由
党
）
を
委
員
長
と
す
る
特
別
委
員
会
は
「
剰
余
金
ヲ
行
政
宮
ノ
専
断
ヲ
以
テ
支
出
セ
ル
ハ
予
備
費
設
置
ノ
精
神
二
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

キ
憲
法
第
六
十
四
条
ノ
本
文
二
違
反
ス
ル
」
な
ど
の
理
由
か
ら
不
承
諾
と
結
論
づ
け
た
が
、
本
会
議
は
僅
差
で
承
諾
と
決
し
た
。

　
剰
余
金
の
支
出
と
議
会
の
事
後
承
諾
に
つ
い
て
、
憲
法
第
六
四
条
第
二
項
を
根
拠
と
す
る
政
府
見
解
に
変
化
が
見
受
け
ら
れ
る
の
が
第
九
・

　
　
　
　
　
　
　
　
④

第
一
〇
議
会
だ
と
い
う
。
第
九
議
会
の
衆
議
院
で
、
木
暮
武
太
夫
（
無
所
属
）
の
「
剰
余
金
ヲ
遣
ツ
タ
ノ
ハ
、
政
府
ノ
方
デ
ハ
憲
法
ノ
ド
ノ
条

二
依
ツ
テ
使
ツ
タ
ト
云
フ
争
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
国
家
ノ
進
歩
発
達
上
是
丈
ノ
コ
ト
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
上
カ
ラ
、
責
任
ヲ
持
テ
剰

余
金
ヲ
支
出
」
し
た
の
か
、
と
の
質
問
に
対
し
、
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
の
田
尻
稲
次
郎
大
蔵
次
官
は
「
大
体
左
様
ナ
コ
ト
」
だ
が
、
憲
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

条
文
を
持
ち
出
せ
ば
第
六
四
条
第
二
項
だ
と
答
弁
し
た
。
支
出
の
喫
緊
性
を
強
調
し
つ
つ
、
条
文
の
根
拠
を
や
や
曖
昧
に
し
た
言
い
回
し
の
変
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化
は
当
然
な
が
ら
議
会
内
で
疑
義
が
呈
さ
れ
た
。
本
会
議
で
の
元
田
肇
（
国
民
協
会
）
に
よ
る
問
い
か
け
に
、
委
員
会
の
討
論
を
説
明
し
た
木

暮
は
「
憲
法
ノ
中
二
剰
余
金
ヲ
使
ッ
テ
宜
イ
ト
モ
悪
ル
イ
ト
モ
書
イ
テ
ナ
イ
、
」
「
政
治
ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ
責
任
ヲ
持
ッ
テ
、
ソ
レ
ダ
ケ
ノ
事
ヲ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

テ
議
会
ノ
承
諾
ヲ
求
法
ル
」
と
応
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
事
後
承
諾
を
与
え
な
い
と
決
し
た
の
み
な
ら
ず
、
剰
余
金
支
出
を
憲
法
違
反
だ
と
す

る
決
議
が
出
さ
れ
た
第
六
議
会
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
も
、
渡
辺
国
武
蔵
相
は
「
憲
法
二
於
テ
之
ヲ
許
ス
ノ
明
文
ハ
ナ
イ
」
、
「
是
ト
同
時

二
又
之
ヲ
禁
ズ
ル
ノ
明
文
モ
ナ
イ
」
、
「
而
シ
テ
其
後
ヲ
結
束
ス
ル
ノ
道
ハ
則
チ
後
日
帝
国
議
会
ノ
承
諾
ヲ
求
ム
ル
ヲ
要
ス
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
以
テ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

政
府
二
義
務
ヲ
負
ハ
シ
メ
テ
ア
ル
」
と
の
発
言
を
残
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
さ
ら
に
、
進
歩
党
と
提
携
す
る
第
二
次
松
方
内
閣
が
事
後
承
諾
を
求
め
た
第
一
〇
議
会
に
お
い
て
、
衆
議
院
で
高
田
早
苗
（
進
歩
党
）
が

「
必
シ
モ
六
十
四
条
ノ
第
二
単
二
依
ッ
タ
ト
云
フ
訳
デ
ハ
ナ
イ
、
誠
二
事
実
已
ム
ヲ
得
ナ
イ
ガ
タ
メ
ニ
責
任
ヲ
負
フ
テ
剰
余
金
ヨ
リ
支
出
シ
タ

ト
云
フ
意
味
合
」
い
だ
と
政
府
答
弁
を
説
明
し
た
よ
う
に
、
支
出
の
根
拠
を
憲
法
の
条
文
に
求
め
な
い
姿
勢
が
よ
り
明
確
化
し
た
。
進
歩
党
の

議
会
報
告
書
で
も
、
第
二
議
会
以
来
の
主
張
だ
と
い
う
「
憲
法
以
外
の
責
任
支
出
と
し
て
承
諾
を
求
む
べ
き
」
と
す
る
政
党
側
の
見
解
に
内
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
従
い
、
政
府
委
員
が
「
憲
法
第
六
十
四
条
第
二
項
に
拠
れ
る
者
に
非
ら
ず
憲
法
以
外
の
責
任
支
出
」
だ
と
明
書
し
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
て
第
三
次
伊
藤
内
閣
の
大
蔵
次
官
の
田
尻
稲
次
郎
は
、
第
…
一
一
議
会
の
衆
議
院
に
お
い
て
「
此
前
内
閣
ノ
時
、
方
法
モ
極
マ
リ
マ
シ
テ
、
今

日
マ
デ
変
ハ
ラ
ズ
ニ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
」
「
剰
余
金
支
畠
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
ル
ト
、
憲
法
ノ
何
条
二
依
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ナ
イ
」
と

解
釈
の
踏
襲
を
明
言
し
、
「
全
ク
ノ
所
政
府
ノ
見
切
リ
ノ
仕
事
デ
ア
ル
、
所
謂
責
任
仕
事
」
だ
と
述
べ
た
。
第
一
次
松
方
内
閣
の
渡
辺
国
武
大

蔵
次
官
が
答
弁
し
た
よ
う
な
「
剰
余
金
ノ
支
出
ハ
、
憲
法
ノ
六
十
四
三
二
依
ル
」
と
の
解
釈
を
放
棄
す
る
の
か
と
い
う
質
問
に
、
田
尻
は
「
左

様
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
と
応
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
性
を
帯
び
た
剰
余
金
支
出
の
目
的
は
、
水
害
や
震
災
（
明
治
東
京
地
震
や
陸
羽
地
震
）
と
い
っ
た
自
然
災
害
へ
の
対
応
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
朝
鮮
事
件
費
」
（
明
治
二
七
年
度
）
な
ど
の
軍
事
関
係
、
伝
染
病
予
防
対
策
な
ど
多
岐
に
渡
る
。
憲
法
の
条
文
上
の
根
拠
に
つ
い
て
の
論
点
を

棚
上
げ
す
る
「
責
任
支
出
」
と
い
う
説
明
は
、
内
閣
と
議
会
と
の
問
の
一
つ
の
解
で
あ
っ
た
。
と
は
言
え
、
「
責
任
支
出
」
と
い
う
曖
味
化
の
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帰
結
と
し
て
、
剰
余
金
支
出
に
は
依
然
と
し
て
疑
義
が
持
た
れ
続
け
、
政
府
答
弁
は
必
ず
し
も
＝
質
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
二
次
桂
太
郎
内

閣
の
大
蔵
次
官
で
あ
っ
た
若
槻
礼
次
郎
は
、
「
責
任
ヲ
負
フ
テ
出
ス
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
憲
法
ノ
根
拠
ハ
何
処
デ
ア
ル
カ
ト
云
ヘ
バ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

六
十
四
条
ノ
第
二
項
デ
ア
リ
マ
ス
」
（
第
二
五
議
会
）
、
「
政
府
ハ
ド
ノ
条
規
二
基
テ
出
シ
タ
カ
ト
云
フ
御
尋
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
是
ハ
〔
明
治
〕

二
十
四
年
以
来
答
ヘ
テ
ア
リ
マ
ス
通
り
、
憲
法
第
六
十
四
条
ノ
ニ
項
二
拠
ッ
テ
出
ス
ノ
デ
ア
ル
、
六
十
四
条
ノ
ニ
項
ハ
決
シ
テ
第
一
予
備
費
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

第
二
予
備
費
二
限
ラ
ヌ
」
（
第
二
六
議
会
）
と
答
弁
し
て
い
る
。
根
拠
と
な
る
憲
法
の
具
体
的
な
条
文
を
問
う
質
問
へ
の
回
答
で
あ
る
た
め
、
や

や
誘
導
さ
れ
た
形
で
は
あ
っ
た
が
、
支
出
の
憲
法
上
の
根
拠
に
つ
い
て
第
六
四
条
第
二
項
だ
と
明
言
し
た
の
だ
っ
た
。

第
二
節
　
第
一
次
山
ホ
内
閣
の
政
府
解
釈

大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

　
こ
う
し
た
政
府
答
弁
の
揺
ら
ぎ
は
大
正
期
に
入
り
、
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
。
第
三
〇
議
会
（
大
正
二
年
三
月
二
二
日
）
に
お
い
て
、
第
一
次
山

本
権
兵
衛
内
閣
の
勝
田
主
計
大
蔵
次
官
は
、
「
責
任
解
除
ノ
意
味
デ
以
テ
之
ヲ
提
出
シ
テ
居
ル
」
と
し
て
、
議
会
に
事
後
承
諾
を
求
め
た
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
第
六
四
条
第
二
項
で
は
な
い
と
発
言
し
た
。
そ
の
翌
年
、
第
＝
二
議
会
申
の
大
正
三
年
三
月
五
日
、
昨
年
と
同
様
に
政
府
は
第
六
四
条
第
二

項
を
根
拠
だ
と
せ
ず
に
「
責
任
解
除
ノ
意
味
ヲ
以
テ
帝
国
議
会
二
提
出
」
し
た
と
解
す
る
の
か
と
い
う
質
問
を
、
高
橋
是
清
蔵
相
は
立
憲
政
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

会
の
松
田
源
治
か
ら
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
松
田
自
身
は
、
既
に
第
二
八
議
会
（
第
二
次
西
園
寺
公
望
内
閣
）
で
「
責
任
解
除
ノ
意
味
二
面
テ
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

国
議
会
二
提
出
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
殆
ド
曾
テ
動
カ
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
論
理
」
と
述
べ
て
お
り
、
高
橋
に
勝
田
の
解
釈
の
踏
襲
を
求
め
た
と
推
測

さ
れ
る
。
高
橋
は
、
研
究
中
と
留
保
し
な
が
ら
も
、
「
提
出
ス
ル
ノ
手
続
ハ
憲
法
第
六
十
四
条
ノ
第
二
接
蝋
依
テ
提
出
ヲ
致
ス
」
と
答
え
た
上

で
、
三
月
七
日
付
で
首
相
宛
に
請
議
し
、
三
月
置
ハ
日
、
山
本
内
閣
は
「
剰
余
金
支
出
ハ
憲
法
上
何
等
明
文
二
準
拠
セ
サ
ル
モ
憲
法
中
何
等
禁

止
ノ
規
定
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
政
府
ハ
之
ヲ
以
テ
違
憲
ノ
処
置
ナ
リ
ト
認
メ
ス
、
只
憲
法
第
六
十
四
条
第
二
項
ノ
規
定
二
尊
リ
後
日
帝
国
議
会
ノ
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

諾
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ト
解
釈
シ
タ
リ
」
と
の
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
月
二
〇
日
、
高
橋
は
「
剰
余
金
ノ
支
出
ハ
法
律

上
ノ
明
文
片
幕
シ
テ
ナ
ク
、
又
憲
法
条
中
二
禁
止
ノ
規
定
モ
ナ
イ
、
唯
ノ
従
来
ノ
慣
例
ト
シ
テ
之
ヲ
支
出
シ
テ
居
ル
、
即
チ
責
任
解
除
ノ
意
味
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⑱

ヲ
以
テ
事
後
承
諾
ヲ
求
メ
」
た
と
、
議
会
に
事
後
承
諾
を
求
め
る
根
拠
に
第
六
四
条
第
二
項
を
用
い
な
い
と
解
釈
し
得
る
発
言
を
行
い
、
閣
議

決
定
通
り
に
は
答
弁
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
大
正
初
期
に
お
い
て
は
、
予
備
金
増
額
の
志
向
性
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
正
三
年
度
予
算
で
の
予
備
金
の
総
額
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

第
一
次
山
本
内
閣
は
前
年
度
の
三
〇
〇
万
円
か
ら
八
○
○
万
円
へ
の
増
額
を
企
図
し
て
い
た
。
「
財
計
上
他
日
ノ
累
ヲ
ナ
サ
ン
モ
知
レ
ス
」
と

原
敬
内
相
は
増
額
に
危
惧
を
抱
い
た
も
の
の
、
大
正
三
年
度
予
算
は
予
備
金
八
○
○
万
円
で
第
三
一
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
野
党
側
で
予
算
を

論
評
し
た
若
槻
礼
次
郎
（
立
憲
同
志
会
）
は
「
増
額
の
目
的
は
多
分
予
備
金
外
責
任
支
出
の
要
な
か
ら
し
む
る
に
あ
り
と
見
て
唯
だ
増
額
の
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

度
に
議
論
の
余
地
を
存
す
這
は
慎
重
に
攻
究
す
べ
き
問
題
に
し
て
～
概
に
政
府
の
増
額
を
至
当
な
り
と
す
る
能
は
ざ
る
べ
し
」
と
、
「
予
備
金

外
責
任
支
出
」
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
武
富
時
敏
（
立
憲
同
志
会
）
も
、
予
備
金
の
増
加
は
「
実
際
の
支
出
額
を
予
算
に
計
上
し

　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
置
く
と
云
ふ
だ
け
」
だ
と
し
、
予
備
金
以
外
に
剰
余
金
を
活
用
し
て
き
た
経
緯
を
意
識
す
る
位
置
づ
け
を
与
え
て
い
た
。
予
備
金
の
増
額
は
、

実
態
は
別
と
し
て
も
、
論
理
的
に
は
剰
余
金
支
出
を
規
制
す
る
目
的
を
持
つ
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
事
実
、
第
三
一
議
会
で
武
富
ら
は
会
計
法
第
七
条
に
「
予
備
金
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
外
予
算
ノ
不
足
ヲ
補
ヒ
又
ハ
予
算
外
二
生
シ
タ
ル
費
用
二
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
の
｝
文
を
加
え
る
会
計
法
改
正
案
を
提
出
し
て
い
る
。
提
出
理
由
を
述
べ
た
武
富
は
、
予
備
金
増
額
と
い
う
「
好
機
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
面
テ
所
謂
責
任
支
出
ト
云
フ
弊
害
ヲ
断
然
蕪
二
防
止
シ
タ
イ
」
と
説
明
し
た
。
こ
れ
に
不
同
意
を
示
し
た
政
府
側
の
市
来
乙
彦
大
蔵
省
主
計

局
長
は
、
「
責
任
支
出
」
の
抑
制
に
予
備
金
増
額
が
有
効
と
認
め
た
上
で
、
予
備
金
で
は
対
応
で
き
ず
、
さ
ら
に
憲
法
第
七
〇
条
の
適
用
も
不

可
能
な
事
例
が
存
在
す
る
と
述
べ
、
「
国
務
ノ
進
行
」
か
ら
予
備
金
増
額
が
「
責
任
支
出
」
の
停
止
を
必
ず
し
も
意
味
し
得
な
い
と
反
論
し
て

　
⑮い

る
。
こ
の
改
正
案
は
審
議
未
了
に
終
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
正
三
年
度
予
算
も
不
成
立
と
な
り
、
前
年
度
予
算
が
執
行
さ
れ
た
た
め
、
予
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

金
の
額
も
そ
の
ま
ま
と
な
る
。
そ
の
後
、
第
二
次
大
隈
内
閣
も
「
予
備
金
ヲ
増
加
シ
国
庫
剰
余
金
濫
出
ノ
弊
ヲ
除
却
ス
ル
コ
ト
」
を
め
ざ
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
予
算
不
成
立
な
ど
で
実
現
で
き
ず
、
寺
内
正
毅
内
閣
の
大
正
七
年
度
予
算
で
よ
う
や
く
予
備
金
の
増
額
が
な
さ
れ
た
。
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大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

①
濃
尾
地
震
震
災
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
須
賀
第
　
論
文
、
四
三
一
－
四
四
七

　
頁
、
小
柳
、
前
掲
七
八
－
八
○
頁
、
飯
塚
一
幸
「
濃
尾
震
災
後
の
災
害
土
木
費
国

　
庫
補
助
問
題
」
隅
日
本
史
研
究
』
四
＝
一
、
　
九
九
六
。
「
国
庫
剰
余
金
」
と
「
歳

　
計
剰
余
金
」
の
違
い
は
、
須
賀
第
二
論
文
、
七
八
七
一
七
八
九
頁
を
参
照
。

②
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
松
方
家
文
書
」
ニ

　
ニ
ー
二
九
。
こ
れ
が
憲
法
第
六
九
条
に
関
す
る
政
府
の
公
式
解
釈
に
な
っ
た
と
さ

　
れ
る
（
須
賀
第
一
論
文
、
四
三
七
頁
）
。

③
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
河
野
広
中
文
書
」
些
＝
、
『
帝
国
議

　
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
㎞
二
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
四
五
、
一
九
三
－
一
九

　
五
頁
、
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
㎞
四
、
東
京
大
学
出
版
会
、
～
九
七
九
、

　
四
四
二
－
四
六
七
頁
。
以
後
、
本
会
議
の
議
事
速
記
録
は
『
衆
本
』
・
『
貴
本
』
、

　
委
員
会
議
録
は
『
衆
委
』
と
略
記
。

④
小
柳
、
前
掲
八
○
－
八
一
頁
。

⑤
『
衆
委
』
二
七
、
二
六
八
頁
、
明
治
二
九
年
三
月
一
八
日
。

⑥
　
　
『
衆
本
魅
一
一
、
七
七
四
頁
、
明
治
二
九
年
三
月
二
四
日
。
国
民
協
会
の
『
第

　
九
輪
会
報
吉
書
瞳
は
、
こ
れ
ま
で
承
諾
に
反
対
し
て
き
た
自
由
党
が
「
有
耶
無
耶

　
ノ
問
二
承
諾
ヲ
表
シ
タ
ル
ハ
寧
ロ
其
苦
’
5
ノ
在
ル
所
ヲ
察
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
」
と
評
し

　
て
い
る
（
七
三
頁
。
前
田
英
昭
編
『
帝
国
議
会
報
告
書
集
成
』
二
、
柚
書
房
、
一

　
九
九
一
、
工
六
九
頁
）
。

⑦
『
三
十
歴
七
、
三
六
一
頁
、
明
治
二
七
年
五
昆
三
日
。

⑧
『
衆
本
』
＝
～
、
四
四
四
頁
、
明
治
三
〇
年
三
月
一
六
日
。

⑨
進
歩
党
所
属
議
員
丙
申
倶
楽
部
所
属
議
員
糊
第
十
議
会
報
告
書
㎞
一
八
九
七
、

　
三
八
－
三
九
頁
（
前
田
、
前
掲
三
二
七
頁
）
。

⑲
『
衆
委
』
一
〇
、
二
八
七
－
二
八
八
頁
、
明
治
三
㎝
年
五
月
二
五
日
。

⑪
　
前
掲
、
『
明
治
大
正
財
政
史
㎞
二
、
二
三
二
－
二
三
四
頁
。
特
に
震
災
関
係
に

　
つ
い
て
は
、
門
震
災
営
繕
費
ヲ
国
庫
剰
余
金
ヨ
リ
支
出
ス
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵

　
「
公
文
類
聚
」
一
八
編
・
明
治
二
七
年
二
董
巻
）
、
「
東
京
外
二
府
二
十
県
暴
風

　
雨
出
水
拝
秋
田
県
水
害
及
震
災
ノ
為
メ
救
済
及
修
築
工
事
監
督
等
二
要
ス
ル
諸
費

　
ヲ
国
庫
剰
余
金
ヨ
リ
支
出
ス
」
（
「
岡
」
二
〇
編
・
明
治
二
九
年
・
一
八
巻
）
。

⑫
『
衆
委
』
五
一
、
三
三
九
頁
、
明
治
四
二
年
三
月
五
日
。

⑬
『
衆
委
』
五
七
、
二
三
〇
頁
、
明
治
四
三
年
三
月
九
日
。

⑭
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
勧
～
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
一
、
四
八
八
頁
。

　
以
後
、
臨
川
書
店
版
の
委
員
会
議
録
は
『
衆
委
大
正
㎞
・
咽
貴
委
大
正
』
と
略
記
。

⑮
㎎
衆
本
㎞
二
九
、
三
九
八
頁
。

⑯
糊
二
本
㎞
二
六
、
三
九
六
頁
、
明
治
四
五
年
三
月
　
九
日
。
議
会
へ
の
提
出
に

　
つ
い
て
松
田
は
、
第
一
二
議
会
以
降
は
「
責
任
解
除
ノ
意
味
」
だ
と
主
張
し
て
い

　
る
が
、
第
一
二
議
会
で
田
尻
稲
次
郎
は
「
承
認
ヲ
請
フ
ニ
至
テ
ハ
、
六
十
四
条
ノ

　
ニ
項
二
依
ッ
テ
請
フ
」
と
発
船
口
し
（
『
衆
委
』
一
〇
、
二
八
七
頁
）
、
前
述
の
若
槻

　
礼
次
郎
も
議
会
へ
の
提
出
は
第
六
四
条
第
二
項
に
基
づ
く
と
述
べ
て
い
た
。

⑰
「
予
備
金
外
臨
時
支
出
ヲ
為
ス
」
（
「
公
文
類
聚
」
三
八
編
・
大
正
三
年
・
九

　
巻
）
。

⑱
隅
衆
委
大
正
㎞
三
、
七
九
五
頁
。

⑲
予
備
金
額
の
変
化
は
、
前
掲
『
明
治
大
正
財
政
史
』
三
、
四
の
各
年
度
「
予

　
算
」
（
第
一
款
）
を
参
照
。

⑳
岩
壁
義
光
・
広
瀬
順
晧
編
目
影
印
原
敬
日
記
』
九
、
北
泉
社
、
一
九
九
八
、

　
四
五
六
頁
、
大
正
二
年
一
一
月
二
八
日
条
（
以
後
、
『
原
日
記
』
年
月
日
条
）
。

⑳
　
「
明
年
度
予
算
を
評
す
」
『
東
京
日
日
新
聞
㎞
｝
九
～
四
年
一
月
一
五
日
。

⑫
　
武
窟
時
敏
「
目
下
の
財
政
問
題
」
『
新
日
本
隔
四
一
二
、
一
九
一
四
、
六
六
頁
。

⑳
　
　
『
衆
本
』
二
八
、
一
六
五
頁
、
大
正
三
年
二
月
一
五
日
。

⑳
　
　
欄
衆
本
㎞
　
二
九
、
　
一
二
四
⊥
ハ
頁
、
大
正
一
二
年
一
二
月
一
日
。

⑮
　
　
欄
衆
目
大
正
臨
五
、
七
六
－
七
七
頁
。

⑳
　
国
立
国
会
阻
害
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
井
上
馨
関
係
文
書
扁
六
五
六
－
八
。
本

　
史
料
を
含
め
た
第
二
次
大
隈
内
閣
に
関
す
る
井
上
馨
と
望
月
小
太
郎
の
旧
蔵
史
料

　
の
多
く
は
、
山
本
四
郎
編
剛
第
工
次
大
隈
内
閣
関
係
史
料
㎞
京
都
女
子
大
学
、
一

79　（509）



九
七
九
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
適
宜
参
照
し
た
。

⑳
　
議
会
の
解
散
に
よ
っ
て
大
正
四
年
度
予
算
は
前
年
度
予
算
が
執
行
さ
れ
た
。
大

正
五
年
度
予
算
で
の
や
り
取
り
は
、
渋
谷
作
助
『
武
富
時
敏
』
「
武
富
時
敏
」
刊

行
会
、
一
九
三
四
、
二
四
－
二
五
頁
を
参
照
。

80　（510）

第
二
章
　
海
軍
継
続
費
問
題

第
一
節
　
　
「
嚢
任
支
出
」
と
臨
時
議
会

　
本
章
で
は
、
第
一
次
山
本
内
閣
総
辞
職
か
ら
第
二
次
大
隈
内
閣
成
立
ま
で
の
過
程
を
、
海
軍
継
続
費
の
支
出
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
叙
述
す

る
。
予
算
不
成
立
に
伴
い
生
じ
た
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
対
策
と
組
閣
を
め
ぐ
っ
て
、
各
主
体
が
「
立
憲
」
の
文
脈
と
議
会
の
予
算
審
議
と
い
う

観
点
を
意
識
し
つ
つ
、
駆
け
引
き
を
演
じ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
中
で
の
「
責
任
支
出
」
の
位
置
づ
け
を
見
て
い
き
た
い
。

　
海
軍
拡
張
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
大
正
三
年
度
予
算
は
、
貴
族
院
の
反
対
に
よ
っ
て
不
成
立
と
な
り
、
第
一
次
山
本
内
閣
は
総
辞
職
し
た
。
注

目
す
べ
き
は
、
原
敬
内
相
に
語
っ
た
山
本
権
兵
衛
首
相
の
書
で
あ
る
。
大
正
三
年
三
月
二
二
日
、
山
本
は
自
身
の
後
継
に
原
が
就
任
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
は
「
海
軍
補
充
平
文
付
責
任
支
出
ハ
或
ハ
必
要
ナ
カ
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。
山
本
の
面
一
菩
か
ら
は
、
海
軍
費
を
「
責
任
支
出
」
と
い
う

形
で
支
出
す
る
案
が
計
慮
さ
れ
て
い
た
の
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
海
軍
予
算
を
「
責
任
支
出
」
に
よ
っ
て
補
う
と
い
う
方
策
は
、
清
麗
奎
吾
の
組
閣
の
過
程
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
川
家
達
の
大
命
拝

辞
の
後
、
三
月
三
　
日
、
清
浦
が
大
命
を
拝
受
し
た
。
組
閣
に
際
し
て
海
相
の
候
補
者
に
は
加
藤
友
三
郎
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
四
月
二
日
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

後
、
清
浦
と
加
藤
は
一
回
目
の
会
談
を
行
う
。
会
談
の
内
容
に
つ
い
て
、
後
日
清
畠
が
語
っ
た
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
席
上
、

加
藤
は
「
今
年
不
成
立
に
な
り
た
る
海
軍
費
一
億
七
千
万
円
は
、
来
年
度
予
算
に
之
を
計
上
す
る
や
否
や
」
、
そ
し
て
「
補
充
費
九
百
五
十
万

円
は
、
本
年
度
に
於
て
責
任
支
出
を
為
す
や
、
将
た
臨
時
議
会
を
開
」
く
の
か
を
問
う
た
。
三
浦
は
「
一
億
七
千
万
円
の
中
、
従
来
の
計
画
に

係
る
九
千
三
百
万
円
は
、
継
続
費
と
し
て
当
然
存
続
」
し
、
「
衆
議
院
の
修
正
に
係
る
一
億
三
千
万
円
は
、
多
分
之
を
計
上
す
べ
き
こ
と
を
明
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落
し
得
る
も
、
一
億
七
千
万
円
を
全
部
計
上
す
べ
き
や
否
や
、
追
て
内
閣
成
立
の
上
に
て
之
を
研
究
す
べ
し
」
と
答
え
た
。
さ
ら
に
本
年
度
の

補
充
費
に
つ
い
て
は
、
「
臨
時
議
会
を
召
集
す
る
こ
と
を
為
さ
ず
、
已
む
を
得
ざ
る
時
は
、
責
任
支
出
を
為
す
を
辞
せ
ざ
る
も
、
右
の
内
、
他

の
項
目
中
よ
り
流
用
し
得
べ
き
者
は
之
を
譲
り
、
責
任
支
出
は
真
に
必
要
已
む
を
得
ざ
る
程
度
に
止
め
た
き
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

　
加
藤
の
提
案
の
内
容
は
、
海
軍
計
画
の
見
通
し
と
大
正
三
年
度
海
軍
補
充
費
の
支
出
方
法
で
あ
り
、
そ
の
支
出
方
法
が
組
閣
の
障
碍
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

得
た
こ
と
は
、
井
上
馨
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
望
月
小
太
郎
の
山
県
有
朋
宛
書
簡
か
ら
も
伺
え
る
。
望
月
は
、
「
不
成
立
と
な
り
し
海
軍
費
」

の
「
本
年
ロ
ハ
今
よ
り
一
年
の
経
費
二
対
す
る
方
策
」
と
し
て
、
「
責
任
支
出
」
を
挙
げ
る
も
の
の
、
「
継
続
費
タ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
責
任
支
出
ト
セ

シ
カ
、
来
年
度
ヨ
リ
ノ
事
後
承
諾
望
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
」
だ
と
退
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
望
月
は
四
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
加

藤
友
三
郎
に
説
明
し
、
海
軍
軍
令
部
第
一
班
長
の
秋
山
真
之
に
も
、
加
藤
の
入
閣
条
件
と
し
て
臨
時
議
会
召
集
の
約
束
が
必
要
だ
と
語
っ
た
と

い
う
。
た
だ
し
臨
時
議
会
召
集
は
「
不
信
任
を
蒙
り
し
時
の
処
置
如
何
」
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
も
望
月
は
、
「
野
党
何
派
の
基
礎
も
な
く

し
て
解
散
を
な
す
こ
と
は
頗
る
非
立
憲
に
し
て
且
々
の
結
果
は
本
年
末
の
議
会
に
於
て
も
海
軍
費
と
共
二
二
ヶ
師
団
案
も
葬
落
せ
ら
る
べ
き
コ

ト
」
と
釘
を
刺
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
望
月
は
大
隈
重
信
の
組
閣
を
期
待
し
て
お
り
、
清
浦
の
選
択
肢
を
制
限
し
よ
う
と
い
う
意
図

を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
大
正
四
年
度
以
降
の
継
続
を
担
保
せ
ず
し
て
議
会
側
の
反
発
が
予
想
さ
れ
る
「
責
任
支
出
」
は
、
「
憲

法
破
壊
」
と
し
て
恩
避
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
加
藤
は
、
四
月
四
日
に
海
軍
省
へ
出
省
し
、
「
補
充
費
問
題
ノ
攻
究
二
従
事
」
し
た
上
で
、
四
月
五
日
の
清
浦
と
の
会
談
で
は
、
「
責
任
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

出
」
で
は
な
く
「
臨
時
議
会
開
設
」
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
清
浦
が
「
固
事
可
同
意
」
と
答
え
た
た
め
、
再
交
渉
を
約
し
て
別
れ
た
。

財
部
彪
が
谷
ロ
鹿
卜
か
ら
伝
え
聞
い
た
所
に
よ
る
と
、
「
飽
迄
調
和
的
ノ
体
度
ヲ
以
テ
臨
」
ん
だ
加
藤
は
「
責
任
支
出
」
が
不
可
能
で
あ
る
こ

と
を
清
浦
側
の
荒
井
賢
太
郎
か
ら
引
き
出
し
た
上
で
、
そ
れ
で
は
海
相
と
し
て
海
軍
側
を
抑
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
、
清
井
の
「
臨
時
議
会
ハ
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

軍
廓
清
ノ
問
題
ノ
為
不
利
益
ナ
ル
ベ
キ
ト
ノ
議
論
」
に
つ
い
て
も
、
「
大
二
之
ヲ
駁
シ
」
た
と
い
う
。
清
浦
の
山
県
へ
の
説
明
で
は
、
加
藤
が

「
到
底
流
用
等
の
方
法
を
以
て
支
弁
す
可
か
ら
ざ
る
こ
と
、
調
査
の
結
果
に
て
明
か
と
な
り
た
る
旨
を
告
げ
、
且
つ
責
任
支
出
も
憲
法
上
不
可
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な
る
を
以
て
、
臨
時
議
会
を
招
集
す
る
こ
と
に
せ
ら
れ
た
し
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
会
談
の
大
筋
は
臨
時
議
会
召
集
の
是
非
を
め
ぐ
っ

て
推
移
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
「
責
任
支
出
」
と
臨
時
議
会
召
集
へ
の
清
絶
の
懸
念
は
、
何
も
彼
特
有
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
貴
族
院
議
員
の
目
賀
田
種
太
郎

は
、
＝
旦
否
決
せ
ら
れ
た
る
予
算
に
対
し
責
任
支
出
を
な
す
が
如
き
は
甚
だ
非
立
憲
の
行
為
」
だ
と
述
べ
、
海
軍
「
廓
清
の
効
果
を
具
体
的

に
表
明
」
せ
ず
に
、
「
責
任
支
出
」
を
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
議
会
は
「
非
常
な
る
紛
乱
に
陥
り
到
底
内
閣
総
辞
職
」
に
至
る
と
指
摘
し
て
い

⑨た
。
ま
た
時
期
は
下
り
、
第
二
次
大
隈
内
閣
成
立
後
、
政
友
会
の
松
田
源
治
は
機
関
誌
『
政
友
瞬
で
、
「
予
め
之
を
知
る
を
得
ざ
り
し
も
の
即

ち
突
発
的
の
も
の
及
び
予
算
超
過
の
場
合
に
適
用
す
る
も
の
」
で
あ
る
「
責
任
支
出
」
を
年
度
割
額
も
確
定
し
て
い
た
海
軍
補
充
費
に
適
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
の
は
「
違
憲
の
甚
し
き
も
の
」
だ
と
し
て
、
臨
時
議
会
召
集
を
主
張
し
た
。

　
追
い
つ
め
ら
れ
た
清
淑
は
大
命
拝
辞
に
言
及
し
、
山
県
に
「
臨
時
議
会
を
召
集
す
る
も
亦
愚
な
ら
ず
や
、
兎
に
角
之
を
召
集
す
る
こ
と
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
、
内
閣
の
組
織
を
完
了
し
、
其
上
に
て
更
に
熟
議
を
凝
ら
す
も
可
な
ら
ん
」
と
諭
さ
れ
て
い
る
。
清
浦
の
弱
気
は
海
軍
側
に
と
っ
て
好
都
合

だ
っ
た
。
会
談
に
先
立
ち
、
加
藤
を
訪
ね
た
財
部
は
「
大
体
臨
時
議
会
モ
開
キ
得
ザ
ル
内
閣
ニ
ハ
見
込
ナ
シ
ト
ノ
事
事
確
定
シ
居
ル
」
加
藤
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

言
動
に
安
堵
し
、
清
美
に
「
匙
ヲ
投
ゲ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
漕
ギ
附
ケ
タ
ル
」
加
藤
の
手
腕
に
は
山
本
権
兵
衛
も
満
足
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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第
瓢
節
　
第
二
次
大
隈
内
閣
の
成
立

　
四
月
六
日
午
前
　
○
時
か
ら
加
藤
と
清
濁
の
会
談
が
再
度
行
わ
れ
た
。
加
藤
は
、
臨
時
議
会
召
集
が
「
憲
法
之
旨
趣
」
に
違
う
こ
と
を
覚
り
、

撤
回
し
た
上
で
「
具
体
的
条
件
」
を
提
出
せ
ず
、
午
後
に
な
っ
て
「
海
軍
部
内
激
昂
甚
強
、
微
力
不
能
鎮
静
之
事
情
」
を
理
由
に
海
相
就
任
を

　
　
　
⑬

謝
絶
し
た
。
こ
の
加
藤
の
固
辞
を
受
け
、
清
浦
の
組
閣
に
賛
同
し
て
い
た
田
健
治
郎
は
、
清
浦
へ
の
書
簡
の
中
で
、
海
軍
側
か
ら
新
た
な
候
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

者
が
推
薦
さ
れ
な
け
れ
ば
、
「
海
軍
ノ
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を
意
味
し
、
「
帝
国
憲
政
モ
危
機
二
条
ス
ル
モ
ノ
」
だ
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
財
部

や
山
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
短
期
的
な
課
題
を
活
用
し
て
、
「
立
憲
」
の
文
脈
に
拠
り
つ
つ
、
組
閣
の
失
敗
を
は
か
る
と
い
う
積
極
的
な
意
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図
が
加
藤
に
も
あ
っ
た
の
か
は
、
や
や
留
保
が
必
要
だ
と
も
思
わ
れ
る
。
望
月
小
太
郎
の
情
報
で
は
、
「
大
正
三
、
一
四
年
度
丈
ト
ウ
カ
シ
テ

モ
ラ
イ
タ
シ
」
と
い
う
論
点
の
「
内
面
」
に
は
、
「
責
任
支
出
ノ
場
〔
合
〕
閣
臣
全
体
ノ
調
印
」
も
し
く
は
「
臨
時
議
会
ノ
場
合
ハ
上
下
両
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ヲ
通
過
得
ラ
ル
・
内
容
二
関
ス
ル
首
相
各
相
一
致
ノ
覚
書
調
印
書
」
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
談
判
が
そ
こ
ま
で
進
展
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

加
藤
は
海
軍
費
に
対
す
る
閣
僚
全
員
の
賛
成
へ
の
確
約
を
要
求
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
四
月
七
日
、
清
浦
は
椿
山
荘
に
至
り
「
大
命

拝
辞
の
決
心
」
を
告
げ
、
同
日
、
正
式
に
大
命
を
拝
辞
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
な
ぜ
、
清
浦
は
臨
時
議
会
召
集
を
躊
躇
し
た
の
か
。
「
責
任
支
出
」
や
臨
時
議
会
召
集
に
つ
い
て
の
法
解
釈
上
の
問
題
も
伏
在
す
る
中
で
、

望
月
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
衆
議
院
側
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
伴
う
議
会
解
散
の
可
能
性
を
清
浦
は
憂
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

臨
時
議
会
を
召
集
す
る
場
合
、
両
院
の
多
数
派
が
内
閣
を
支
持
し
な
け
れ
ば
追
加
予
算
の
通
過
は
難
し
い
が
、
富
浦
は
積
極
的
な
協
力
を
獲
得

　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
海
軍
費
へ
の
対
処
策
を
め
ぐ
っ
て
、
松
本
剛
吉
が
「
海
軍
部
内
に
は
海
軍
拡
張
費
責
任
支
出
論
勃
興
し
其
勢
焔
当
る
べ

か
ら
ず
、
責
任
支
出
を
遂
行
す
る
に
非
ざ
れ
ば
海
軍
次
官
に
就
任
を
肯
諾
す
る
者
絶
無
な
り
と
の
説
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
之
に
は
政
友
会
の
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

士
及
び
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
の
連
中
騒
ぎ
立
ち
」
と
記
し
た
よ
う
な
各
勢
力
の
誓
言
に
翻
弄
さ
れ
る
瞬
間
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
大
正
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

年
＝
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
大
正
天
皇
の
即
位
の
礼
・
大
嘗
祭
の
日
程
を
考
慮
し
、
「
来
議
会
の
解
散
を
避
け
て
、
政
局
を
処
理
す
る
覚
悟
」

も
そ
の
心
中
に
去
来
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
清
浦
を
逡
巡
さ
せ
た
解
散
回
避
の
必
要
性
は
、
数
日
後
に
は
低
減
す
る
。
清
陰
の
大
命
拝
辞
を
受
け
て
井
上
観
が
元
老
会
議
で
大
隈
重
信
を

首
相
に
推
薦
し
た
翌
日
の
四
月
九
日
、
昭
憲
皇
太
后
が
崩
御
し
（
公
式
に
は
四
月
＝
臼
）
、
大
正
天
皇
の
大
礼
が
～
年
間
延
期
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
大
隈
の
組
閣
に
追
い
風
で
あ
っ
た
。
臨
時
議
会
で
の
解
散
回
避
を
考
慮
す
る
と
い
う
組
閣
の
拘
束
要
因
が
軽
減
し
た
結
果
、

衆
議
院
の
多
数
派
で
あ
る
政
友
会
は
、
追
加
予
算
に
反
対
し
た
場
合
、
非
政
友
会
系
の
支
持
を
得
た
内
閣
の
下
、
野
党
の
立
場
で
の
総
選
挙
を

強
い
ら
れ
る
と
い
う
筋
書
き
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
四
月
一
三
屡
、
大
隈
に
大
命
が
降
り
、
一
六
日
、
第
二
次
大
隈
内
閣
が
成
立
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
大
隈
内
閣
は
海
軍
継
続
費
問
題
に
如
何
に
対
処
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
切
迫
感
を
持
つ
秋
山
真
之
は
臨
時
議
会
の
召
集
を
訴
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⑲

え
て
い
た
。
秋
山
に
よ
れ
ば
、
臨
時
議
会
召
集
の
可
否
は
「
憲
法
第
四
十
三
条
二
依
リ
海
軍
充
実
継
続
が
臨
時
緊
急
の
性
質
を
有
す
る
や
否
哉

の
解
釈
学
何
二
帰
着
」
す
る
。
「
本
年
度
予
算
が
不
成
立
二
終
り
た
る
も
此
工
事
の
緊
急
な
る
ハ
昨
年
も
今
年
も
異
る
処
」
は
な
く
、
「
海
軍
充

実
を
中
断
す
る
為
二
内
部
二
対
し
蒙
る
べ
き
一
大
苦
痛
」
は
「
海
軍
工
廠
の
維
持
」
に
あ
る
。
「
横
須
賀
工
廠
の
如
き
ハ
之
れ
が
為
め
其
職
工

の
約
三
分
ノ
ニ
を
解
傭
せ
さ
る
可
ら
ざ
る
始
末
」
と
な
り
、
「
多
年
養
成
し
来
り
た
る
斯
く
多
数
の
職
工
を
一
時
二
放
逃
す
る
事
が
已
に
大
困

難
な
る
の
み
な
ら
ず
、
更
二
再
ひ
之
を
召
集
し
て
旧
来
の
製
造
力
を
恢
復
す
る
に
は
少
く
も
六
七
年
を
要
」
す
る
。
軍
艦
の
「
製
造
力
ハ
間
接

　
　
　
　
　
　
の
　
　

二
我
海
軍
の
戦
門
力
を
成
せ
る
も
の
」
で
あ
り
、
予
算
が
継
続
し
な
い
場
合
、
漸
く
到
達
し
た
「
内
国
製
艦
の
力
量
」
に
あ
る
造
船
技
術
が

低
下
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
。
職
工
問
題
を
苦
慮
す
る
秋
山
に
と
っ
て
、
継
続
費
の
支
出
は
当
然
に
「
臨
時
緊
急
の
性
質
」
を
有
し
て
お

り
、
臨
時
議
会
召
集
の
要
件
を
充
た
す
事
は
自
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
臨
時
議
会
召
集
の
要
件
を
満
た
す
か
ど
う
か
の
疑
義
の
存
在

を
意
識
す
る
か
ら
こ
そ
、
具
体
的
に
喫
緊
性
を
高
唱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
望
月
の
備
忘
は
海
軍
費
問
題
に
つ
い
て
記
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
三
菱
、
川
崎
、
横
須
賀
の
三
造
船
所
へ
の
対
応
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
五
月
に
入
っ
た
段
階
で
大
隈
首
相
は
井
上
馨
と
会
談
し
、
臨
時
議
会
の
召
集
に
雷
及
し
た
。
両
者
は
、
海
軍
費
に
つ
い
て
、
本
来
の
大
正
三

年
度
予
定
所
要
額
で
あ
る
九
五
〇
万
円
で
は
な
く
、
六
〇
〇
万
円
だ
け
の
支
出
に
同
意
し
て
い
た
。
大
隈
に
よ
れ
ば
、
政
友
会
は
支
出
に
反
対

し
た
場
合
の
議
会
解
散
を
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
。
六
月
二
〇
B
、
第
三
三
議
会
が
召
集
さ
れ
、
政
府
は
軍
艦
製
造
費
の
大
正
三
年
度
既
定
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

割
額
へ
の
追
加
予
算
六
五
二
万
円
を
提
出
し
た
。
政
友
会
総
裁
に
就
任
し
て
い
た
原
敬
は
「
提
出
ノ
費
用
ハ
不
得
已
モ
ノ
ニ
付
加
ヲ
協
賛
ス
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

シ
、
仁
政
廣
ノ
無
責
任
ハ
之
ヲ
答
ム
ヘ
シ
」
と
の
立
場
を
取
り
、
衆
議
院
は
政
友
会
も
含
め
て
全
会
…
致
で
賛
成
し
、
貴
族
院
も
賛
同
し
て
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

算
は
成
立
し
た
。
政
友
会
は
大
正
二
年
度
に
既
に
六
〇
〇
万
円
に
は
賛
成
し
て
い
た
た
め
、
拒
否
し
難
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
大
隈
内
閣
は
懸
念
の
海
軍
継
続
費
問
題
を
乗
り
切
っ
た
。
大
正
三
年
度
予
算
の
不
成
立
に
よ
っ
て
生
じ
た
本
問
題
で
は
、
憲
法

と
議
会
の
尊
重
と
い
う
規
律
の
下
で
、
直
面
す
る
課
題
へ
の
対
処
と
組
閣
を
め
ぐ
る
各
主
体
の
「
思
惑
」
と
が
交
錯
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、

臨
時
議
会
召
集
が
選
択
す
べ
き
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
対
策
で
あ
る
こ
と
が
議
論
の
基
礎
と
さ
れ
た
　
方
、
「
責
任
支
出
」
は
、
支
出
方
法
の
選
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択
肢
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
「
立
憲
」
の
文
脈
か
ら
禁
じ
手
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

世
界
大
戦
の
勃
発
は
、
大
隈
内
閣
に
次
な
る
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
対
策
を
迫
る
こ
と
と
な
る
。

①
『
原
日
記
馳
大
正
三
年
三
月
ニ
ニ
臼
条
。
前
星
二
日
に
も
、
山
本
は
「
海
軍

　
補
充
費
ハ
必
ラ
ス
シ
モ
責
任
支
出
ニ
モ
及
ハ
サ
ル
ヘ
シ
ト
思
フ
」
と
述
べ
て
い
た
。

②
清
浦
の
組
閣
に
つ
い
て
は
、
山
本
四
郎
「
清
幽
流
塵
内
閣
の
研
究
」
『
史
窓
』

　
四
三
、
一
九
八
六
が
詳
し
く
、
既
に
大
正
三
年
度
海
軍
継
続
費
の
支
出
方
法
を
め

　
ぐ
る
論
議
の
存
在
は
指
摘
し
て
い
る

③
伊
藤
隆
編
『
大
正
初
期
山
県
有
朋
談
話
筆
記
政
変
思
出
草
㎞
山
川
出
版
社
、

　
～
九
八
一
、
五
〇
頁
（
以
後
、
『
山
県
談
話
㎞
）
。
会
談
は
三
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

　
二
日
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
、
山
本
「
清
幽
流
産
内
閣
の
研
究
」
一
［

　
頁
）
。

④
大
正
三
年
四
月
四
日
付
山
県
宛
望
月
書
簡
控
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

　
所
蔵
「
望
月
小
太
郎
関
係
文
書
」
三
〇
（
以
後
、
「
望
月
文
審
」
）
。
大
正
三
年
四

　
墨
入
日
付
樺
山
資
紀
宛
望
月
小
太
郎
書
簡
・
「
清
畠
内
閣
ノ
不
可
二
関
ス
ル
覚
書

　
要
点
」
国
立
国
会
図
説
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
樺
山
期
日
関
係
文
書
（
第
二

　
次
ご
一
一
〇
三
も
参
照
。
望
月
は
覚
書
と
同
内
容
を
諸
元
老
に
伝
え
た
と
い
う
。

⑤
坂
野
潤
治
本
編
『
財
部
彪
日
記
』
下
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
、
二
七
五
頁
、

　
大
正
三
年
四
月
四
日
条
（
以
後
、
『
財
部
日
記
睡
）
。

⑥
「
田
健
治
郎
関
係
文
書
偏
一
五
（
「
日
記
」
大
正
三
年
四
月
五
日
条
。
以
後
、

　
田
の
冒
記
は
「
田
日
記
」
と
略
記
）
。
荒
井
か
ら
の
伝
聞
で
あ
る
。

⑦
『
財
部
日
記
』
大
正
三
年
四
月
五
日
条
。

⑧
　
　
門
山
県
談
話
㎞
五
〇
頁
。

⑨
　
　
「
責
任
支
出
非
立
憲
　
自
賀
田
男
爵
談
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
三
年
四
月

　
六
日
。
目
賀
田
は
臨
時
議
会
召
集
は
、
予
算
の
成
否
は
別
に
し
て
、
必
ず
し
も
不

　
可
で
は
な
い
と
す
る
。

⑩
松
田
源
治
「
貴
族
院
の
権
限
及
責
任
支
出
論
」
噸
政
友
㎞
｝
六
七
、
一
九
一
四
、

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次

　
七
頁
。

⑪
魍
山
県
談
話
二
五
〇
－
五
一
頁
。

⑫
『
財
部
目
記
』
大
正
三
年
四
月
五
日
条
。

⑬
「
田
日
記
」
大
正
三
年
四
月
六
日
条
。
清
浦
の
山
県
へ
の
報
告
（
四
月
七
日
）

　
も
同
内
容
を
伝
え
て
い
る
（
前
掲
四
山
県
談
話
』
五
一
頁
）
。

⑭
大
正
三
年
四
月
六
日
付
議
浦
肇
吾
豊
田
健
治
郎
書
簡
控
、
国
立
国
会
図
書
館
憲

　
政
資
料
室
所
蔵
「
田
健
治
郎
関
係
文
書
」
七
八
一
工
。

⑮
「
望
月
文
書
」
三
六
。
「
望
月
文
書
」
三
八
の
望
月
小
太
郎
の
発
言
で
は
、
「
覚

　
書
」
作
成
は
望
月
の
提
案
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

⑯
坂
野
潤
治
は
「
こ
の
満
期
の
強
力
な
首
相
候
補
者
の
資
格
条
件
」
と
し
て
、
衆

「
議
院
に
お
け
る
政
党
の
支
持
を
第
一
に
指
摘
し
て
い
る
（
坂
野
潤
治
『
大
正
政

　
変
㎞
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
二
、
一
八
四
1
一
八
七
頁
）
。
衆
議
院
側
で
は

　
三
月
三
一
日
か
ら
四
月
一
日
に
か
け
て
「
超
然
内
閣
打
破
を
決
議
す
る
こ
と
」
を

　
申
し
合
せ
て
い
た
（
前
掲
、
山
本
「
清
浦
流
産
内
閣
の
研
究
」
九
－
一
　
頁
〉
。

　
貴
族
院
側
の
動
き
に
つ
い
て
は
内
藤
～
成
『
貴
族
院
と
立
憲
政
治
』
思
文
闇
出
版
、

　
二
〇
〇
五
、
二
八
二
－
二
八
五
頁
を
参
照
。

⑰
岡
義
武
・
林
茂
校
訂
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
政
治
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
五

　
九
、
八
頁
、
大
正
三
年
四
月
七
日
条
。

⑱
井
上
正
明
編
噸
伯
爵
清
浦
斎
日
伝
』
下
、
伯
爵
清
浦
奎
吾
伝
刊
行
会
、
～
九
三

　
五
、
一
七
五
頁
。
～
八
八
頁
の
「
清
浦
伯
談
」
も
参
照
。

⑲
大
正
三
年
四
月
；
蓋
付
望
月
宛
秋
山
真
之
書
簡
「
望
月
文
書
」
一
…
二
。

⑳
門
望
月
文
書
し
四
〇
。
備
忘
で
は
「
前
ノ
事
情
（
清
浦
ト
臨
時
議
会
）
」
、
「
本

　
年
度
分
出
来
ザ
レ
バ
大
正
五
、
六
、
七
ノ
困
難
」
、
「
憲
法
上
ノ
新
解
釈
」
な
ど
と

　
あ
る
。

85　（5i5）



＠＠＠

「
望
月
文
書
」
五
〇
。

『
衆
本
』
二
九
、
六
－
七
頁
、
大
正
　
二
年
六
月
二
二
日
。

『
原
日
記
』
大
正
三
年
六
月
二
五
日
条
。

⑭
　
海
軍
大
臣
官
房
編

　
　
六
六
頁
。

糊
海
軍
軍
備
沿
革
㎞
巌
南
堂
罷
工
、
一
九
七
〇
、
一
六
〇
－
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第
三
章
　
第
【
次
世
界
大
戦
へ
の
対
応

第
【
節
　
戦
時
保
険
・
米
価
調
節

　
大
正
三
年
八
月
一
五
日
、
日
本
は
ド
イ
ツ
に
最
後
通
牒
を
発
し
、
八
月
二
三
日
、
宣
戦
布
告
を
行
っ
た
。
本
章
で
は
、
第
】
次
世
界
大
戦
に

伴
う
経
済
情
勢
の
変
化
へ
の
第
二
次
大
隈
内
閣
の
対
応
を
、
内
閣
と
枢
密
院
の
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
条
項
へ
の
理
解
に
留
意
し
つ
つ
論
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

戦
時
と
議
会
解
散
と
い
う
状
況
下
、
内
閣
と
枢
密
院
の
関
係
か
ら
、
対
応
策
と
し
て
の
剰
余
金
支
出
の
浮
上
す
る
様
を
描
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
宣
戦
布
告
に
先
立
つ
八
月
二
一
日
、
大
隈
内
閣
は
「
戦
時
保
険
二
関
ス
ル
緊
急
勅
令
ノ
件
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
「
時
局
二
伴
ヒ
戦
時
保
険

率
ヲ
制
限
シ
テ
交
通
及
商
業
ノ
障
碍
ヲ
除
去
シ
以
テ
公
共
ノ
安
全
ヲ
保
持
ス
ル
」
目
的
か
ら
、
憲
法
第
八
条
の
緊
急
勅
令
の
形
式
が
取
ら
れ
、

同
日
、
枢
密
院
へ
諮
詞
さ
れ
た
。
有
松
英
義
枢
密
院
書
記
官
長
が
作
成
し
た
審
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
緊
急
勅
令
案
は
、
開
戦
に
伴
う
海
上
保
険

料
の
高
騰
に
よ
っ
て
交
通
や
貿
易
に
多
大
な
障
害
が
生
じ
る
中
で
、
保
険
業
法
そ
の
他
の
現
行
法
令
で
は
救
済
が
で
き
な
い
た
め
、
政
府
が

「
保
険
料
ノ
割
合
ヲ
相
当
二
制
限
シ
、
保
険
業
者
曇
霞
ノ
下
限
二
従
テ
為
シ
タ
ル
保
険
契
約
二
依
リ
、
戦
争
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ヲ
補
塀

シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
農
商
務
省
令
ノ
定
ム
ル
所
二
心
リ
其
ノ
金
額
ノ
一
部
ヲ
補
償
ス
ル
」
も
の
で
あ
っ
た
。
審
査
報
告
は
、
緊
急
勅
令
の
制
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
時
局
二
於
テ
緊
急
已
ム
ヲ
得
サ
ル
措
置
」
と
認
め
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
し
か
し
、
八
月
二
二
日
、
枢
密
院
本
会
議
で
憲
法
第
八
条
の
要
件
を
満
た
す
か
に
疑
義
が
呈
さ
れ
、
協
議
会
が
開
か
れ
る
に
至
っ
た
。
有
松

書
記
官
長
は
「
現
下
戦
時
海
上
特
別
保
険
料
大
に
昂
騰
し
て
容
易
に
契
約
を
為
す
こ
と
能
は
ず
、
為
に
荷
為
替
を
取
組
む
こ
と
能
は
ず
、
輸
出

入
貿
易
殆
ど
将
に
停
止
せ
ん
と
す
る
の
状
況
あ
る
を
以
て
、
本
案
は
保
険
業
法
の
不
備
を
補
ひ
、
将
に
破
壊
せ
ら
れ
ん
と
す
る
国
家
経
済
の
現
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状
を
維
持
せ
ん
と
す
る
な
り
」
と
主
張
し
た
。
有
松
の
意
見
は
、
伊
東
巳
代
治
枢
密
顧
問
官
か
ら
「
本
案
は
箇
人
の
利
益
を
保
護
し
て
幸
福
の

増
進
を
図
る
も
の
に
し
て
、
消
極
的
取
締
の
目
的
を
有
す
る
こ
と
な
し
」
と
反
対
を
受
け
、
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
芳
川
顕
正
副
議
長
と

伊
東
が
大
隈
首
相
と
交
渉
し
て
再
考
を
求
め
、
当
日
の
会
議
を
開
催
し
な
い
と
決
ま
る
。
八
月
二
八
日
、
「
戦
時
保
険
二
関
ス
ル
法
律
案
」
が

上
奏
さ
れ
た
た
め
、
緊
急
勅
令
案
は
撤
回
と
な
り
、
臨
時
議
会
の
第
三
四
議
会
を
通
過
し
た
同
法
が
、
九
月
一
二
日
、
公
布
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
戦
時
保
険
二
関
ス
ル
緊
急
勅
令
」
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
で
は
、
憲
法
第
八
条
の
緊
急
勅
令
の
要
件
を
如
何
に
解
釈
す
る
の
か

が
争
点
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
剰
余
金
支
出
と
い
う
選
択
肢
が
問
題
と
な
っ
た
の
が
米
価
調
節
と
蚕
糸
業
救
済
で
あ
る
。
＝
一
月
｝

二
日
、
幸
倶
楽
部
例
会
で
田
健
治
郎
（
茶
話
会
）
は
、
若
槻
礼
次
郎
蔵
相
に
「
蚕
糸
輸
出
入
杜
絶
、
米
価
暴
落
之
結
果
、
農
工
商
民
苦
痛
之
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

相
」
を
詳
説
し
、
若
槻
か
ら
「
尽
廟
議
可
膚
所
相
当
施
設
」
と
の
発
言
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
本
節
で
は
米
価
調
節
の
経
緯
を
見
た
い
。
後
述
す
る
蚕
糸
業
救
済
に
比
し
て
政
府
の
米
価
対
策
の
提
示
は
遅
れ
を
み
せ
た
。
対
策
と
し
て

「
貸
海
法
」
と
「
篠
笛
購
入
法
」
の
方
法
が
あ
り
、
当
初
、
政
府
は
「
貸
霞
網
」
で
の
救
済
を
考
え
て
い
た
が
、
田
健
治
郎
は
「
購
入
法
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

主
張
し
、
貴
族
院
そ
し
て
幸
倶
楽
部
も
同
論
だ
と
若
槻
蔵
相
に
述
べ
て
い
る
。
政
友
会
の
「
米
価
調
節
所
法
案
」
に
遅
れ
る
形
で
、
大
正
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

＝
一
月
前
第
三
五
議
会
に
政
府
は
「
米
価
調
節
二
関
ス
ル
法
律
案
」
を
提
出
し
た
。
同
法
案
は
、
米
価
調
節
が
必
要
な
際
の
政
府
に
よ
る
米
の

買
入
・
売
渡
を
規
定
し
（
第
一
条
）
、
そ
の
資
金
に
は
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
資
金
を
減
額
し
て
充
て
る
（
第
二
条
）
と
し
て

い
た
。
貴
族
院
側
の
望
む
対
策
と
な
り
、
照
は
徳
川
家
達
貴
族
院
議
長
と
柳
田
国
男
貴
族
院
書
記
官
長
に
「
即
決
之
手
段
」
を
求
め
る
と
共
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

幸
倶
楽
部
で
法
案
成
立
を
協
議
し
た
。
し
か
し
第
三
五
議
会
が
解
散
さ
れ
た
為
に
審
議
が
議
了
せ
ず
、
米
価
調
節
は
宙
に
浮
く
形
と
な
る
。
法

案
不
成
立
を
受
け
て
、
幸
倶
楽
部
幹
部
会
を
代
表
し
て
田
は
、
「
緊
急
処
分
若
責
任
支
出
等
之
方
法
」
に
よ
っ
て
、
政
府
は
蚕
糸
業
救
済
と
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

価
調
節
に
関
す
る
法
案
の
趣
旨
を
貫
徹
す
る
よ
う
、
蔵
相
に
訴
え
て
い
る
。

　
大
正
四
年
一
月
一
八
日
、
若
槻
蔵
相
と
河
野
広
中
農
商
務
相
が
請
議
し
た
勅
令
案
「
米
価
調
節
二
関
ス
ル
件
」
は
、
米
価
調
節
の
た
め
の
米

の
買
入
・
売
渡
を
農
商
務
相
が
担
当
す
る
と
さ
れ
て
い
た
（
第
一
条
）
。
し
か
し
、
こ
の
勅
令
案
は
廃
案
と
な
っ
た
。
若
槻
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
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緊
急
財
政
処
分
案
が
枢
密
院
の
反
発
で
議
論
が
進
ま
ず
、
若
槻
の
提
案
で
「
責
任
支
出
」
に
よ
る
支
出
へ
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
入

札
に
よ
る
調
節
を
主
張
す
る
上
山
満
之
進
農
商
務
次
官
に
対
し
て
、
若
槻
は
「
取
引
所
」
の
利
用
を
主
張
し
、
米
の
買
入
の
主
管
が
農
商
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
ら
大
蔵
省
へ
と
移
っ
た
。
こ
う
し
て
内
閣
は
、
「
米
ノ
買
入
及
売
渡
ハ
随
意
契
約
」
で
行
い
、
買
入
資
金
の
上
限
を
一
〇
〇
〇
万
円
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
と
な
ど
を
閣
議
決
定
す
る
。
一
月
二
五
日
、
米
価
調
節
を
目
的
と
し
た
「
米
ノ
買
入
交
換
又
ハ
売
渡
」
に
つ
い
て
、
蔵
相
の
担
当
を
規
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
勅
令
第
二
号
が
公
布
さ
れ
、
大
蔵
省
は
、
米
穀
出
納
規
程
を
作
成
し
、
東
京
廻
米
問
屋
渋
沢
義
一
に
米
買
入
を
委
託
し
た
。
そ
し
て
米
価
調

節
の
経
費
と
し
て
一
月
二
九
日
か
ら
四
月
二
〇
日
に
か
け
て
四
圓
、
計
三
＝
ハ
万
円
が
国
庫
剰
余
金
か
ら
、
四
月
二
日
と
二
〇
日
の
二
曲
、
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

一
八
四
万
円
が
第
二
予
備
金
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
支
出
さ
れ
た
。
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第
二
節
蚕
糸
業
救
済

　
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
は
一
〇
〇
〇
円
前
後
で
推
移
し
た
現
物
生
糸
価
格
（
儒
承
認
一
番
格
）
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
を
受
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

大
正
三
年
一
〇
月
二
〇
日
、
七
〇
〇
円
の
新
安
値
を
記
録
す
る
に
至
っ
た
。
米
価
調
節
と
同
様
に
、
政
友
会
の
「
蚕
糸
業
救
済
補
償
法
案
」
に

続
い
て
、
政
府
は
「
経
済
界
殊
二
将
来
ノ
貿
易
並
正
貨
二
及
ホ
ス
影
響
」
へ
の
対
策
を
講
ず
る
必
要
か
ら
、
「
蚕
糸
業
救
済
二
関
ス
ル
法
律
案
」

　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
議
会
に
提
出
し
た
。
政
府
案
は
、
銀
行
が
生
糸
を
担
保
と
し
て
手
形
の
割
引
を
行
う
こ
と
で
蒙
っ
た
損
失
を
政
府
が
補
償
す
る
（
第
～
条
）

と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
米
価
調
節
と
同
じ
く
法
案
が
審
議
未
了
と
な
っ
た
た
め
、
一
二
月
二
八
日
、
若
槻
蔵
相
と
大
浦
兼
武
農
商
務
相
は
「
時
局
ノ
為
多
大
ノ
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ヲ
受
ケ
タ
ル
蚕
糸
業
二
対
シ
救
済
ヲ
行
フ
ノ
必
要
」
か
ら
、
法
律
案
と
同
内
容
の
緊
急
勅
令
案
を
提
出
し
た
。
大
正
四
年
一
月
四
日
、
内
閣
は

緊
急
勅
令
案
を
閣
議
決
定
し
、
一
月
六
日
、
緊
急
勅
令
案
は
枢
密
院
へ
鷹
詞
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
益
田
孝
に
「
絹
救
済
方
法
ヲ
緊
急
勅
令
ニ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

制
定
ス
ル
ニ
付
キ
枢
府
二
議
論
ア
ル
」
か
を
問
わ
れ
た
都
筑
見
隠
枢
密
顧
問
官
の
見
立
て
は
、
「
多
少
の
議
論
は
可
不
免
」
で
あ
っ
た
。

　
二
月
一
日
、
若
槻
蔵
相
と
河
野
広
中
農
商
務
相
は
、
「
蚕
糸
業
ヲ
救
済
シ
経
済
界
ノ
秩
序
ヲ
保
全
」
す
る
た
め
、
緊
急
財
政
処
分
案
を
内
閣
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に
提
出
し
た
。
こ
の
案
は
、
蔵
相
の
定
め
た
条
件
下
で
、
蚕
糸
業
救
済
を
目
的
に
、
生
糸
を
担
保
と
し
て
手
形
の
割
引
を
行
っ
た
場
合
に
生
じ

た
日
本
銀
行
の
損
失
額
を
補
償
す
る
契
約
を
、
政
府
が
日
本
銀
行
と
結
ぶ
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
緊
急
勅
令
案
は
再
調
査
の
必
要
か
ら
撤

回
と
な
り
、
緊
急
財
政
処
分
案
は
、
二
月
二
日
の
閣
議
決
定
を
経
て
、
二
月
四
日
、
枢
密
院
に
二
君
さ
れ
た
。
憲
法
第
七
〇
条
の
緊
急
財
政
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

分
は
、
憲
法
第
八
条
の
緊
急
勅
令
と
は
異
な
り
、
臨
時
議
会
召
集
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
二
月
五
日
、
枢
密
院
は
審
査
委
員

を
指
定
し
、
審
査
委
員
長
に
伊
東
巳
代
治
、
審
査
委
員
に
金
子
堅
太
郎
、
末
松
等
質
、
清
鼻
繋
吾
、
南
部
甕
男
、
花
房
義
質
、
菊
池
大
麓
が
選

出
さ
れ
た
。
枢
密
院
議
長
の
山
県
有
朋
は
「
蚕
糸
は
国
家
の
経
済
に
大
関
係
あ
り
、
今
日
の
場
合
決
し
て
看
過
す
べ
き
に
非
ざ
れ
ば
広
き
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
於
て
兎
に
角
救
済
の
実
を
挙
げ
ざ
る
可
ら
ず
」
と
内
閣
の
対
応
を
支
持
し
た
と
い
う
。

　
し
か
し
枢
密
院
側
は
、
再
び
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
条
項
の
解
釈
を
問
題
遇
す
る
。
二
月
六
日
、
委
員
会
が
開
か
れ
、
若
槻
蔵
相
が
説
明
を
担

　
⑫

憎
し
、
つ
い
で
二
月
二
五
日
の
委
員
会
で
は
、
各
委
員
が
意
見
を
政
府
委
員
の
若
槻
に
ぶ
つ
け
た
。
「
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
ヲ
作
り
政
府
之
二
保
障

ス
ル
モ
一
方
法
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
渋
沢
栄
一
か
ら
聞
い
た
方
策
を
提
示
し
、
政
府
案
以
外
の
対
処
策
の
是
非
を
問
う
金
子
に
対
し
て
、
若
槻

は
「
皆
実
行
不
能
ナ
リ
」
と
突
っ
ぱ
ね
る
。
末
松
は
、
憲
法
第
七
〇
条
を
「
極
メ
テ
重
大
ナ
ル
コ
ト
同
条
制
定
ノ
沿
革
二
見
テ
知
ル
ヘ
ク
」
と

語
り
、
憲
法
の
制
定
過
程
に
言
及
す
る
。
来
示
に
よ
れ
ば
、
「
第
一
案
ニ
ハ
国
家
ノ
危
難
二
当
り
新
税
ヲ
興
シ
又
ハ
国
債
ヲ
起
ス
時
二
適
用
ア

ル
コ
ト
」
と
あ
っ
た
も
の
が
内
閣
と
の
交
渉
を
経
て
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
「
此
ノ
如
キ
重
大
ナ
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
今
回
ノ
事
二
適
用
ス
ル
ハ

　
　
　
　
　
　
⑬

不
可
」
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
「
濃
尾
震
災
ノ
如
キ
ハ
七
十
条
二
曲
ラ
ス
責
任
支
出
セ
ル
ナ
リ
、
今
日
ノ
事
ハ
国
家
存
亡
ノ
問
題
ニ
ア
ラ
ス
」
と

し
て
、
「
責
任
支
出
」
に
よ
る
解
決
を
末
松
は
示
唆
し
た
。
若
槻
は
、
憲
法
に
違
反
し
て
行
う
の
で
は
な
い
と
し
、
「
公
共
安
全
ヲ
保
持
ス
ル

為
」
の
緊
急
財
政
処
分
は
条
文
上
可
能
で
あ
り
、
「
国
家
ノ
安
危
二
係
ル
ノ
原
案
ヲ
改
正
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
立
法
者
ノ
用
意
ノ
存
ス
ル
所
ナ
ル

ヘ
シ
」
だ
と
反
論
す
る
。
末
松
は
「
憲
法
第
七
十
条
ノ
重
要
ナ
ル
ハ
義
解
ニ
モ
明
記
ス
ル
所
」
で
「
決
シ
テ
軽
々
シ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
反

駁
し
、
他
に
方
法
が
な
い
と
反
論
す
る
若
槻
に
、
「
政
府
ニ
テ
責
任
ヲ
取
ラ
バ
方
法
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
さ
ら
に
自
説
を
提
示
し
た
。

　
枢
密
院
側
の
反
発
と
「
責
任
支
出
」
と
い
う
方
法
の
提
示
を
受
け
た
た
め
か
、
三
月
二
日
、
内
閣
は
緊
急
財
政
処
分
案
の
「
御
下
戻
」
を
願
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い
出
た
。
三
月
三
日
、
再
度
、
枢
密
院
で
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
委
員
会
で
は
政
府
の
緊
急
財
政
処
分
に
は
反
対
す
る
も
の
の
、
第
七
〇
条

の
解
釈
で
委
員
の
問
に
懸
隔
が
生
じ
た
。
清
浦
が
、
第
七
〇
条
は
広
義
に
解
釈
す
べ
き
だ
が
、
今
團
は
「
他
に
別
建
モ
ア
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
以

テ
」
反
対
し
た
の
に
対
し
て
、
末
松
は
、
結
論
に
つ
い
て
は
清
浦
と
同
様
で
は
あ
る
が
、
第
七
〇
条
は
「
厳
格
二
解
釈
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
だ
と
反

論
し
た
の
で
あ
る
。
金
子
も
「
濃
尾
震
災
ノ
際
親
シ
ク
伊
藤
〔
博
文
〕
公
二
伺
ヒ
第
七
十
条
隅
瓦
ル
ヘ
キ
モ
ノ
裁
手
サ
ル
艶
事
二
責
任
支
出
ト

為
ス
コ
ト
ニ
決
定
セ
ラ
レ
タ
ル
次
第
」
だ
と
述
べ
た
上
で
、
「
第
七
十
条
ハ
此
場
合
適
用
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
で
は
な
く
、
さ
ら
に
「
応
急
ノ
策
」

と
し
て
日
本
銀
行
に
よ
る
貸
出
を
行
え
ば
、
第
七
〇
条
適
用
の
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
清
浦
が
第
七
〇
条
の
解

釈
の
緩
和
に
一
蓋
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
後
年
の
清
幽
内
閣
は
、
震
災
火
災
保
険
金
問
題
に
関
し
て
、
第
七
〇
条
に
基
づ
く
緊
急
財
政
処
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

枢
密
院
に
提
出
し
た
も
の
の
、
枢
密
院
の
反
対
か
ら
「
責
任
支
出
」
に
よ
る
支
出
を
行
っ
た
。
閣
議
で
は
緊
急
財
政
処
分
だ
け
で
な
く
、
第
八

条
に
よ
る
緊
急
勅
令
や
上
記
二
案
を
一
括
し
た
案
が
方
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
緊
急
財
政
処
分
が
選
択
さ
れ
た
背
景
を
理
解
す
る
上
で

も
、
こ
う
し
た
清
浦
の
理
解
は
示
唆
に
富
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
委
員
会
は
緊
急
財
政
処
分
に
全
会
一
致
で
反
対
し
、
「
論
議
ハ
絶
対
二
秘
密
」

で
あ
り
、
非
公
開
と
し
た
。
審
査
報
告
で
は
「
蚕
糸
業
者
ノ
窮
状
ヲ
認
メ
救
済
其
ノ
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
同
情
ヲ
表
ス
ル
」
が
、
「
他
二
救
済
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ノ
存
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
信
ス
ル
ヲ
以
テ
憲
法
第
七
十
条
ヲ
適
用
ス
ル
ノ
必
要
ナ
キ
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
三
月
四
日
、
緊
急
財
政
処
分

案
は
「
御
沙
汰
二
依
リ
返
上
」
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
隈
内
閣
は
緊
急
勅
令
そ
し
て
緊
急
財
政
処
分
と
い
う
形
で
の
蚕
糸
業
救
済
を
希
求
し
た
が
、
枢
密
院
は
、
緊
急
勅
令
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
て
の
委
員
会
を
開
か
ず
、
緊
急
財
政
処
分
に
も
反
対
し
た
。
枢
密
院
側
は
こ
れ
ま
で
の
先
例
と
第
七
〇
条
の
厳
格
な
適
用
と
い
う
理
由
か
ら
、

「
責
任
支
出
」
に
よ
る
解
決
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
緊
急
財
政
処
分
案
の
撤
回
に
伴
い
、
三
月
｝
九
日
、
若
槻
蔵
相
は
、
帝
国
蚕
糸
株
式
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

社
助
成
金
と
し
て
国
庫
剃
余
金
五
〇
〇
万
円
の
支
出
を
求
め
、
閣
議
決
定
と
勅
裁
を
経
て
、
三
月
二
〇
日
、
支
出
が
行
わ
れ
た
。
同
日
、
帝
国

蚕
糸
株
式
会
社
は
横
浜
で
創
立
総
会
を
開
き
、
社
長
に
原
富
太
郎
が
就
任
し
た
。
演
説
し
た
上
山
農
商
務
次
官
に
よ
れ
ば
、
「
会
社
は
形
式
に

於
て
株
式
会
社
に
し
て
而
も
営
業
会
社
の
形
態
た
り
と
云
へ
ど
其
目
的
は
時
局
の
影
響
を
蒙
む
れ
る
糸
価
の
調
節
を
計
り
蚕
糸
業
者
を
救
済
せ
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大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ん
と
云
ふ
に
在
り
て
公
共
事
業
」
で
あ
る
た
め
、
政
府
が
出
資
し
た
と
い
う
。
四
月
一
日
か
ら
事
業
を
開
始
し
た
帝
国
蚕
糸
株
式
会
社
は
、
買

入
標
準
価
格
を
八
○
○
円
（
信
州
上
一
番
格
）
と
設
定
し
た
が
、
五
月
二
一
日
、
閣
議
は
同
社
の
解
散
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
た
内
閣
の
対
処

に
、
山
県
有
朋
は
「
人
気
取
リ
ニ
テ
、
玉
響
政
友
会
ヨ
リ
建
議
セ
ラ
レ
驚
キ
テ
提
案
シ
議
会
解
散
ノ
後
ハ
枢
密
院
二
責
任
ヲ
嫁
セ
ン
カ
為
メ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

提
案
セ
シ
劇
画
シ
」
と
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
県
の
「
人
気
取
リ
」
と
の
見
方
は
、
広
く
共
有
さ
れ
て
お
り
、
議
会
で
も
支
出
が
論
点

と
な
っ
て
い
く
。

　
①
本
章
の
事
例
は
三
谷
、
前
掲
一
九
－
二
〇
頁
に
加
え
、
特
に
望
月
、
前
掲
四
〇
　
　
提
出
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
米
価
調
節
に
つ
い
て
は
閣
議
決
定
に
至
っ
て
い
な
か

　
　
－
四
四
頁
が
詳
し
い
。
望
月
は
、
伊
東
巳
代
治
・
金
子
堅
太
郎
・
末
松
謙
澄
と
山
　
　
　
　
　
つ
た
（
「
田
日
記
」
大
正
三
年
～
二
月
二
一
日
条
）
。

　
　
県
有
朋
・
清
浦
奮
吾
ら
「
山
県
系
」
、
政
友
会
の
原
敬
へ
の
接
近
を
瞑
論
む
伊
東
　

⑧
「
田
日
記
」
大
正
三
年
一
二
月
二
三
日
条
。
同
日
、
田
は
研
究
会
幹
部
の
三
島

　
　
と
大
隈
内
閣
、
と
い
う
枢
密
院
内
外
の
対
立
の
文
脈
に
叙
述
の
力
点
を
置
い
て
い
　
　
　
　
　
弥
太
郎
日
本
銀
行
総
裁
と
も
会
談
し
、
門
購
入
法
」
を
主
張
し
て
三
島
か
ら
賛
同

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
得
て
い
る
。

　
②
「
戦
時
海
上
保
険
補
償
法
ヲ
定
ム
」
（
「
公
文
類
聚
」
三
八
編
・
大
正
三
年
・
九
　

⑨
米
価
調
節
に
関
す
る
法
律
・
勅
令
に
つ
い
て
は
隅
摺
本
㎞
三
〇
、
＝
三
二

　
　
巻
〉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
頁
、
「
米
価
調
節
二
関
ス
ル
法
律
案
・
（
議
会
解
散
ノ
為
議
了
二
至
ラ
ス
）
」

　
③
『
枢
密
院
会
議
議
事
録
』
　
七
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
、
二
八
○
－
　
　
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
雑
纂
」
大
正
三
年
・
二
六
巻
・
未
決
法
律
案
・
未

　
　
二
八
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
法
律
案
（
附
撤
回
）
、
未
決
予
算
案
）
、
「
米
価
調
節
二
関
ス
ル
件
ヲ
定
ム
」

④
経
過
は
、
「
有
松
英
義
略
歴
」
東
京
大
学
法
学
部
近
代
立
法
過
程
研
究
会
門
近

　
代
立
法
過
程
研
究
会
収
集
資
料
紹
介
～
五
　
有
松
英
義
関
係
文
墨
二
」
『
国
家
学

　
会
雑
誌
㎞
八
六
－
五
・
六
、
　
　
九
七
三
、
　
　
三
〇
－
一
三
一
頁
を
参
照
。

⑤
「
田
日
記
」
大
正
三
年
　
二
月
＝
百
条
。

⑥
大
豆
生
田
稔
に
よ
れ
ば
、
米
価
調
節
は
大
正
四
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
内

　
地
米
を
買
収
し
、
輸
出
す
る
こ
と
で
国
内
市
場
か
ら
隔
離
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ

　
つ
た
が
、
「
『
政
治
的
』
性
格
が
き
わ
め
て
強
く
、
長
期
的
な
政
策
構
想
に
韮
つ
く

　
も
の
で
は
な
」
く
、
さ
ら
に
米
価
の
推
移
か
ら
判
断
し
て
効
果
を
確
認
す
る
の
が

　
難
し
い
と
い
う
（
大
豆
生
田
稔
門
近
代
日
本
の
食
糧
政
策
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

　
一
九
九
三
、
一
四
八
i
一
四
九
頁
）
。

⑦
若
槻
蔵
相
に
よ
れ
ば
、
｝
二
月
二
　
日
時
点
で
蚕
糸
業
救
済
に
つ
い
て
は
法
案

　
（
「
公
文
類
聚
」
三
九
編
・
大
正
四
年
・
一
三
巻
）
を
参
照
。

⑩
「
田
日
記
」
大
正
三
年
｝
二
月
二
四
鋼
条
。

⑪
「
田
日
記
」
大
正
三
年
　
二
月
二
七
日
条
。

⑫
若
槻
礼
次
郎
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
政
界
秘
史
㎞
講
談
社
、
～
九
八
三
、
二
一

　
一
頁
。
た
だ
し
蚕
糸
業
救
済
と
の
混
同
が
見
受
け
ら
れ
る
。

⑬
門
河
野
広
中
文
書
」
一
二
四
三
。

⑭
　
農
商
務
省
食
糧
局
噸
大
正
以
後
二
塁
ケ
ル
米
価
並
米
量
調
節
幅
　
一
九
二
四
、
一
　

　
一
頁
。

⑮
「
米
価
調
節
費
ヲ
国
庫
剰
余
金
ヨ
リ
支
出
ス
」
（
大
正
四
年
三
月
一
九
日
・
二

　
六
日
、
四
月
二
一
日
）
、
「
時
局
二
参
加
セ
ル
艦
船
部
隊
等
ノ
維
持
費
其
他
外
一
件

　
ヲ
国
庫
剰
余
金
ヨ
リ
支
出
ス
」
、
「
米
価
調
節
費
ヲ
第
二
予
備
金
ヨ
リ
支
出
ス
扁
、
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門
米
価
調
節
費
　
上
海
郵
便
局
舎
新
営
残
工
事
費
　
利
根
川
低
水
工
水
害
復
旧
費

　
汐
首
岬
航
路
標
識
附
属
建
物
火
災
復
旧
費
ヲ
第
二
予
備
金
ヨ
リ
支
出
ス
」
（
「
公
文

　
類
聚
」
三
九
編
・
大
正
四
年
・
一
二
巻
下
）
。

⑯
農
林
省
蚕
糸
局
『
自
大
正
三
年
一
月
商
昭
和
十
二
年
八
月
糸
価
及
生
糸
日
誌
嚇

　
一
九
三
七
、
～
＝
頁
。

⑰
　

凹
衆
本
』
三
〇
、
＝
一
二
－
＝
　
三
頁
、
「
蚕
糸
業
救
済
二
関
ス
ル
法
律
案
・

　
（
議
会
解
散
ノ
為
議
了
二
八
ラ
ス
）
」
（
「
公
文
雑
纂
」
大
正
三
年
・
二
六
巻
・
未

　
決
法
律
案
・
未
決
法
律
案
（
附
撤
回
）
、
未
決
予
算
案
）
。

⑱
　
以
後
の
内
閣
と
枢
密
院
の
対
応
は
、
「
蚕
糸
業
救
済
二
関
ス
ル
緊
急
勅
令
案
」
、

　
「
蚕
糸
業
救
済
二
関
ス
ル
件
扁
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院
関
係
文
書
」
枢

　
密
院
上
奏
撤
回
書
類
三
）
、
『
枢
密
院
会
議
議
事
録
㎞
　
一
八
、
東
京
大
学
出
版
会
、

　
一
九
八
五
、
六
八
・
七
二
頁
を
参
照
。

⑲
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
門
都
筑
馨
六
関
係
文
書
」
三
〇
六
－
一

　
（
「
日
記
」
大
正
四
年
～
月
二
目
条
）
。

⑳
前
掲
『
帝
国
憲
法
皇
室
典
範
義
解
㎞
　
二
八
－
六
二
〇
頁
。

⑳
　
高
橋
義
雄
『
萬
象
録
』
三
、
思
文
目
出
版
、
一
九
八
七
、
七
〇
頁
、
大
正
四
年

　
二
月
二
八
日
条
。

⑫
　
委
員
会
に
つ
い
て
は
「
帝
国
憲
法
第
七
十
条
二
依
リ
蚕
糸
業
救
済
二
関
ス
ル
財

　
政
上
必
要
処
分
ノ
件
（
大
正
四
年
二
月
六
日
（
二
回
）
～
三
月
三
日
（
四
回
）
〉
」

　
（
「
極
密
院
関
係
文
書
」
枢
密
院
委
員
会
録
・
自
大
正
四
年
一
月
至
大
正
五
年
一

　
二
月
）
を
参
昭
…
。

⑬
　
門
国
家
ノ
危
難
」
が
削
除
さ
れ
、
「
公
共
安
全
ヲ
保
持
」
と
い
う
文
言
が
緊
急

　
財
政
処
分
に
関
す
る
条
文
に
明
記
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
二
年
一
月
二
九
日
、
枢

　
密
院
「
第
三
審
会
議
」
に
付
議
さ
れ
た
草
案
で
あ
る
。
こ
の
案
は
、
枢
密
院
「
再

　
審
会
議
扁
（
　
月
一
六
日
）
の
後
、
伊
藤
博
文
、
井
上
毅
、
伊
東
巳
代
治
、
金
子

　
堅
太
郎
に
よ
る
会
議
（
一
月
二
七
日
）
な
ど
で
の
修
正
を
経
た
も
の
で
あ
る
（
稲

　
田
正
次
魍
明
治
憲
法
成
立
史
』
下
、
膚
斐
閣
、
一
九
六
二
、
八
三
〇
－
八
三
二

　
頁
）
。

⑳
　
田
村
祐
～
郎
「
関
東
大
震
災
と
保
険
金
騒
動
一
六
」
『
流
通
科
学
大
学
論
集

　
人
間
・
社
会
・
自
然
編
』
二
二
…
二
、
二
〇
一
〇
、
三
谷
、
前
掲
二
ニ
ー
二
三
頁

　
を
参
照
。

⑮
前
掲
隅
枢
密
院
会
議
議
事
録
』
一
八
、
七
四
－
七
五
頁
。

⑳
枢
密
院
轡
記
官
長
の
手
元
に
留
ま
り
、
会
議
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
に

　
対
す
る
政
府
の
消
極
的
な
対
応
も
、
「
緊
急
」
性
に
疑
義
を
生
じ
さ
せ
た
（
国
立

　
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
伊
東
巳
代
治
関
係
文
書
偏
一
七
三
－
五
）
。

⑳
　
　
「
帝
国
蚕
糸
株
式
会
社
事
業
助
成
金
ヲ
国
庫
剰
余
金
ヨ
リ
支
出
ス
」
（
「
公
文
類

　
聚
」
三
九
編
・
大
正
四
年
・
一
二
巻
下
）
。

⑳
　
　
「
蚕
糸
会
社
成
立
」
『
中
外
商
業
新
報
㎞
大
正
四
年
三
月
一
＝
一
日
。
ま
た
同
社

　
の
営
業
計
画
害
に
は
、
元
資
金
六
〇
〇
万
円
、
運
用
資
金
総
額
二
四
〇
〇
万
円
を

　
計
画
と
あ
る
（
「
河
野
広
中
文
書
」
八
九
二
）
。

⑳
　
　
『
原
日
記
』
大
正
四
年
五
月
｝
八
日
条
。
高
橋
義
雄
も
蚕
糸
業
救
済
、
米
価
調

　
節
を
政
府
は
「
人
気
取
り
に
大
切
な
り
と
見
て
取
り
、
総
選
挙
を
前
に
控
へ
た
る

　
今
日
、
頻
に
窪
田
題
目
に
対
し
て
当
局
者
を
満
足
せ
し
む
べ
き
救
済
法
を
講
じ
居

　
る
も
の
・
如
し
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
『
萬
象
録
』
三
、
一
六
頁
、
大
正
四

　
年
一
月
＝
二
日
条
〉
。
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第
四
章
　
第
三
六
議
会
の
討
論
と
余
波

第
一
節
　
衆
　
議
　
院

大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

　
本
章
で
は
、
剰
余
金
支
出
の
事
後
承
諾
を
め
ぐ
る
第
三
六
議
会
の
討
論
を
紹
介
し
た
上
で
、
第
二
次
大
隈
内
閣
以
後
の
内
閣
へ
の
影
響
を
展

望
し
た
い
。

　
大
正
四
年
三
月
二
五
日
、
第
＝
一
圏
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
同
志
会
を
中
心
と
す
る
与
党
が
過
半
数
を
獲
得
し
、
野
党
の
政
友
会
は
大
幅
に
議

席
を
減
ら
し
た
。
そ
し
て
選
挙
後
の
第
三
六
議
会
の
衆
議
院
に
「
明
治
四
五
大
正
元
年
度
予
備
金
支
出
ノ
嚢
外
十
件
（
承
諾
ヲ
求
ム
ル
件
）
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

提
出
さ
れ
（
五
月
二
八
日
）
、
箕
浦
勝
人
（
同
志
会
）
を
委
員
長
と
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
議
会
の
討
論
は
、
支
出
の
合
法
性
、
支
出
内
容
の
恣
意
性
、
閣
僚
の
主
張
の
一
貫
性
が
問
題
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
本
会
議
で
不
承
諾
を

主
張
し
た
長
島
隆
二
（
無
所
属
）
は
、
「
従
来
ノ
責
任
支
出
」
は
「
極
メ
テ
善
意
ナ
ル
、
又
雪
吊
テ
金
額
二
恩
テ
モ
少
ナ
イ
、
又
其
支
出
ノ
目
的

二
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
極
メ
テ
是
ハ
狭
イ
範
囲
ノ
モ
ノ
」
と
す
る
一
方
、
「
此
度
ノ
責
任
支
出
」
を
「
其
金
額
、
其
形
式
、
其
性
質
、
総
テ
ノ
点
」

で
「
憲
法
無
視
」
、
「
憲
法
躁
欄
」
だ
と
し
、
「
予
算
二
依
ッ
テ
政
府
ノ
財
政
二
制
限
監
督
ヲ
加
ヘ
ン
ト
ス
ル
議
会
ノ
権
能
ハ
、
根
抵
ヨ
リ
没
却

シ
了
ル
」
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
若
槻
蔵
相
は
「
責
任
支
出
」
を
違
憲
だ
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
と
若
槻
を
批
判
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
若
槻
は
「
同
志
会
当
時
ノ
意
見
ノ
通
り
ニ
、
今
日
予
算
ノ
編
成
が
出
来
テ
居
ナ
イ
」
だ
け
で
な
く
、
「
臨
時
事
件
」
も
突
発
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

当
初
の
考
え
で
は
対
応
し
得
な
い
と
、
同
志
会
の
方
針
が
徹
底
で
き
な
い
理
由
を
訴
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
委
員
会
で
は
六
月
四
日
、
決
議
が
行
わ
れ
た
。
野
党
で
あ
る
国
民
党
の
野
添
宗
三
は
、
剰
余
金
支
出
に
つ
い
て
「
全
部
違
法
違
憲
ナ
リ
ト
ノ

理
由
」
で
不
承
諾
と
主
張
し
、
古
谷
久
綱
（
政
友
会
）
も
「
昨
年
ノ
議
会
マ
デ
ハ
今
日
ノ
政
府
与
党
ノ
諸
物
ガ
ロ
ヲ
揃
ヘ
テ
此
違
憲
論
ヲ
唱
ヘ

テ
来
タ
」
と
政
府
側
に
批
判
を
加
え
る
。
対
す
る
与
党
の
同
志
会
に
属
す
る
斉
藤
隆
夫
は
「
此
問
題
ハ
既
二
議
会
ト
云
フ
憲
法
上
ノ
機
関
二
依
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ッ
テ
一
定
シ
テ
居
ル
解
釈
デ
ア
ル
カ
ラ
、
容
易
二
様
カ
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
」
と
野
添
の
提
起
に
反
対
し
た
。
採
決
の
結
果
、
野
添
案
は
少

数
（
賛
成
者
な
し
）
と
な
っ
た
。
次
に
古
谷
が
臨
時
軍
事
費
・
事
件
費
、
水
道
費
補
助
、
築
港
費
補
助
、
米
価
調
節
費
、
蚕
糸
会
社
助
成
金
な

ど
大
隈
内
閣
が
行
っ
た
剰
余
金
支
出
に
つ
い
て
不
承
諾
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
も
賛
成
者
少
数
で
否
決
さ
れ
る
。
与
党
・
中
正
会
の
田
川
大
吉

郎
は
、
承
諾
に
賛
同
し
た
上
で
、
憲
法
第
六
四
条
第
二
項
に
剰
余
金
支
出
を
含
む
と
す
る
解
釈
は
不
当
だ
と
述
べ
、
政
府
に
「
剰
余
金
支
出
ノ

根
拠
ヲ
明
確
ニ
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
法
令
ノ
改
正
ヲ
企
テ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
求
」
し
た
い
と
し
た
が
、
こ
れ
も
少
数
と
な
っ
た
。
そ
の
他
、
菊

池
武
徳
（
中
正
会
）
、
町
田
忠
治
（
同
志
会
）
も
文
言
の
追
加
を
提
起
し
た
が
何
れ
も
少
数
と
な
り
、
特
に
文
言
を
附
さ
ず
、
す
べ
て
承
諾
す
る

こ
と
に
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
六
月
五
日
、
本
会
議
で
委
員
会
の
審
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。
与
党
側
で
演
説
し
た
田
川
は
、
承
諾
は
す
る
も
の
の
、
「
斯
ノ
如
キ
支
出
二
対

シ
テ
憲
法
第
六
十
四
条
第
二
項
二
年
余
金
支
出
ノ
場
合
ヲ
国
難
リ
ト
ス
ル
従
来
ノ
解
釈
ヲ
断
ジ
テ
不
当
ナ
リ
ト
信
ジ
来
ッ
タ
モ
ノ
」
だ
と
し
た

上
で
、
憲
法
第
七
〇
条
の
適
用
範
囲
の
拡
張
、
会
計
法
の
改
正
、
も
し
く
は
予
備
金
の
増
額
を
政
府
に
求
め
た
。
若
槻
蔵
相
か
ら
は
、
「
予
備

金
ノ
増
加
、
其
他
ノ
方
法
二
依
リ
マ
シ
テ
、
剰
余
金
ヲ
支
出
セ
ズ
シ
テ
国
務
ノ
遂
行
ノ
出
来
ル
ヤ
ウ
ニ
為
ス
コ
ト
ニ
、
十
分
努
力
致
ス
積
り
デ

ァ
リ
マ
ス
」
と
回
答
を
得
て
い
る
。

　
次
に
大
場
茂
馬
（
無
所
属
団
・
無
所
属
）
が
、
「
所
謂
責
任
支
出
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
立
憲
的
財
政
ノ
大
本
ト
反
対
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
」

と
提
起
し
た
。
「
立
憲
的
財
政
」
で
は
、
「
国
庫
ノ
歳
出
ヲ
支
出
ス
ル
前
二
於
テ
、
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
経
ル
」
も
の
で
あ
り
、
不
可
能
で
あ
れ

ば
枢
密
院
の
諮
訥
を
経
て
「
緊
急
処
分
」
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
「
三
二
支
払
一
支
出
ノ
後
二
帝
国
議
会
ノ
承
諾
ヲ
経
ル
」
こ
と
は
、
「
立
憲
的

財
政
」
と
矛
盾
し
、
「
責
任
支
出
」
は
「
枢
密
顧
問
及
帝
国
議
会
ノ
権
能
ヲ
無
視
」
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
今
回
の
事
後
承
諾
に
占
め

る
現
内
閣
の
支
出
の
割
合
を
説
明
し
、
「
帝
国
議
会
ニ
モ
諮
ラ
ズ
、
藁
囲
帝
国
議
会
二
代
ル
ト
コ
ロ
ノ
枢
密
顧
問
ノ
諮
訥
ヲ
経
ズ
シ
テ
、
独
断

專
行
シ
タ
コ
ト
ハ
政
治
上
ノ
道
徳
ノ
上
カ
ラ
見
テ
適
当
ノ
所
為
」
で
は
な
い
と
訴
え
た
。
若
槻
蔵
相
は
、
第
九
議
会
か
ら
の
慣
例
が
あ
り
、
剰

余
金
支
出
は
憲
法
そ
し
て
枢
密
院
を
無
視
し
て
お
ら
ず
、
剰
余
金
支
出
の
増
加
は
ド
イ
ツ
と
の
交
戦
状
態
と
二
年
度
連
続
の
予
算
不
成
立
が
原
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大正初期のr剰余金支出」問題（国分）

因
だ
と
説
明
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
責
任
支
出
」
は
枢
密
院
が
第
七
〇
条
の
適
用
を
退
け
、
自
ら
主
張
し
た
対
応
策
で
あ
る
。
議
会
だ

け
で
な
く
枢
密
院
の
「
権
能
ヲ
無
視
」
し
て
い
る
と
の
大
場
の
批
判
に
対
し
、
若
槻
は
枢
密
院
で
の
経
緯
を
説
明
す
れ
ば
、
内
閣
が
積
極
的
に

恣
意
的
な
「
責
任
支
出
」
を
行
っ
た
と
の
非
難
を
避
け
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
若
槻
は
枢
密
院
の
議
事
非
公

開
の
要
請
に
従
い
、
そ
れ
ま
で
の
慣
習
と
い
う
論
理
で
答
弁
し
た
の
で
あ
る
。

　
野
党
の
批
判
に
対
し
て
同
志
会
の
守
屋
此
助
は
、
剰
余
金
支
出
が
大
隈
内
閣
攻
撃
の
た
め
に
問
題
化
し
た
と
捉
え
、
委
員
会
に
お
い
て
憲
法

違
反
で
不
承
諾
を
唱
え
た
の
は
国
民
党
の
野
添
宗
三
だ
け
で
、
残
り
は
そ
う
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
守
屋
の
発
言
に
は
、
こ
れ
ま
で
剰
余
金

支
出
を
認
め
て
き
た
た
め
に
、
憲
法
違
反
だ
と
は
高
唱
し
辛
い
政
友
会
へ
の
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
古
谷
久
綱
は
委
員
会

と
同
様
、
事
後
承
諾
に
＝
部
反
対
」
し
、
疑
義
が
生
じ
た
理
由
を
一
年
一
カ
月
の
間
に
六
六
〇
〇
万
円
の
剰
余
金
支
出
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

由
来
す
る
と
述
べ
た
。
古
谷
は
六
六
〇
〇
万
円
中
、
大
隈
内
閣
以
前
の
一
七
四
〇
万
円
を
承
諾
、
大
隈
内
閣
以
後
の
「
軍
事
費
、
臨
時
事
件

費
」
（
四
〇
一
〇
万
円
）
、
水
道
補
助
費
（
一
〇
万
円
）
、
港
湾
修
築
補
助
費
三
三
強
盗
〇
〇
〇
円
）
、
米
価
調
節
費
、
蚕
糸
株
式
会
社
助
成
金
の
合

計
四
八
六
〇
万
円
を
不
承
諾
と
し
た
。

　
最
後
に
再
び
田
川
が
登
壇
し
、
従
来
の
慣
例
に
沿
っ
て
剰
余
金
支
出
を
行
っ
た
こ
と
は
「
深
ク
遺
憾
」
で
あ
る
が
、
「
今
回
ノ
剰
余
金
支
出
ハ
其

実
面
上
現
内
閣
ノ
立
テ
ル
境
遇
出
門
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
必
要
臨
書
デ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
」
め
る
と
発
言
し
た
。
田
川
は
第
六
四
条
第
二
項
に
剰
余
金
支

出
を
含
む
と
す
る
解
釈
は
不
当
だ
と
し
た
上
で
、
「
憲
法
二
上
ケ
ル
純
理
ノ
解
釈
ト
国
務
ノ
運
用
上
二
於
ケ
ル
実
際
ノ
必
要
ト
ノ
此
調
和
」
を
内
閣

に
求
め
た
。
そ
し
て
、
「
大
隈
内
閣
ヲ
愛
ス
ル
至
情
」
に
よ
っ
て
、
慣
習
的
に
支
出
し
た
も
の
は
已
む
を
得
ず
認
め
る
が
、
「
将
来
ヲ
霜
曇
セ
ヨ
ト

要
求
」
す
る
と
続
け
た
。
採
決
の
結
果
、
剰
余
金
支
出
の
全
部
不
承
諾
・
一
部
不
承
諾
は
そ
れ
ぞ
れ
少
数
と
な
り
、
全
部
承
諾
が
多
数
と
な
っ
た
。

第
二
節
　
貴
　
族
　
院

次
に
貴
族
院
で
あ
る
。
臨
時
議
会
開
会
以
前
、
四
月
＝
一
日
の
幸
倶
楽
部
で
は
、
次
回
の
幹
部
会
で
は
「
航
路
補
助
、
蚕
糸
救
済
、
米
価
調
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⑤

整
等
責
任
支
出
之
当
否
」
を
議
論
す
る
と
決
ま
っ
た
。
五
月
三
日
の
幸
倶
楽
部
幹
部
会
で
は
予
定
通
り
、
「
責
任
支
出
就
中
航
路
補
助
責
任
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

懸
盤
当
否
」
が
論
議
さ
れ
、
研
究
会
の
三
島
弥
太
郎
と
も
協
議
が
な
さ
れ
た
。
五
月
八
日
の
十
金
会
で
は
「
責
任
支
出
問
題
及
其
提
出
時
機
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

下
意
見
皆
以
提
出
於
本
期
臨
時
議
会
、
為
適
当
し
と
決
ま
り
、
「
航
路
補
助
問
題
」
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

前
議
会
で
幸
倶
楽
部
は
米
価
調
節
・
蚕
糸
業
救
済
を
「
責
任
支
出
」
と
い
う
形
で
あ
っ
て
も
行
う
べ
き
だ
と
表
明
し
た
た
め
か
、
こ
こ
で
は
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

洋
航
路
補
助
問
題
が
主
な
争
点
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
茶
話
会
は
一
木
喜
徳
郎
文
相
か
ら
も
説
明
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
遠
洋

航
路
補
助
問
題
と
は
、
遠
洋
航
路
法
に
基
づ
く
補
助
年
限
が
大
正
三
年
＝
一
月
ま
で
と
な
っ
て
い
た
が
、
第
三
五
議
会
で
補
助
年
限
延
長
の
立

法
が
不
成
立
と
な
っ
た
た
め
、
内
閣
が
「
大
正
四
年
度
は
施
行
予
算
の
範
囲
内
に
於
て
、
議
会
に
提
出
せ
る
整
理
案
を
標
準
と
し
、
一
年
度
限

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
補
助
の
契
約
を
断
行
」
し
た
こ
と
へ
の
疑
義
で
あ
る
。
ま
た
、
大
隈
内
閣
に
批
判
的
な
後
藤
新
平
（
茶
話
会
）
も
、
「
正
当
防
衛
的
に
支
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

れ
た
る
金
額
に
非
ざ
る
が
故
に
憲
法
違
反
」
を
主
張
し
て
い
た
。
後
藤
は
、
こ
れ
ま
で
の
内
閣
の
「
責
任
支
出
」
は
「
真
に
緊
急
問
題
に
し
て

万
止
む
を
得
ざ
る
場
合
に
限
」
ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
金
額
と
共
に
「
緊
急
」
性
か
ら
も
支
出
の
是
非
を
判
断
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
衆
議
院
を
通
過
し
た
事
後
承
諾
案
は
、
六
月
七
日
、
貴
族
院
に
提
出
さ
れ
た
。
本
会
議
で
目
賀
田
種
太
郎
（
茶
話
会
）
は
、
「
責
任
支
出
ヲ
敢

テ
シ
テ
、
唯
議
会
二
協
賛
ヲ
得
レ
バ
宜
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
是
ハ
正
当
ノ
道
二
非
ズ
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
唯
一
院
二
三
テ
多
数
ア
ル
ガ
タ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

本
院
二
向
ッ
テ
其
決
議
ヲ
強
ヒ
ル
が
如
キ
ハ
不
当
」
と
貴
族
院
の
独
自
性
を
強
調
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
特
別
委
員
会
の
審
議
は
六
月
八
日
と
九
日
の
二
日
間
行
わ
れ
た
。
仲
小
路
廉
（
無
所
属
）
は
、
政
府
が
「
帝
国
憲
法
二
於
テ
之
ヲ
許
シ
タ
ル

モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
ム
ル
ヲ
得
ザ
ル
モ
、
又
之
ヲ
禁
ジ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ズ
、
依
ッ
テ
政
府
ハ
責
任
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
出
シ
タ
リ
」
と
解
釈
し
て

剰
余
金
の
支
出
を
行
っ
た
こ
と
は
、
「
明
瞭
二
帝
国
憲
法
二
背
反
」
し
て
お
り
、
「
貴
族
院
山
事
ノ
如
何
二
拘
ラ
ズ
之
ヲ
承
認
ス
ル
ノ
道
ナ
シ
」

と
不
承
諾
を
主
張
し
た
。
仲
小
路
に
よ
れ
ば
、
「
支
出
ハ
憲
法
二
二
ジ
テ
居
ラ
ナ
イ
カ
ラ
其
方
デ
ヤ
ッ
タ
、
承
認
ハ
六
十
四
条
ノ
尊
墨
二
依
ッ

テ
求
メ
ル
」
こ
と
は
、
「
木
二
丁
目
接
イ
ダ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
」
と
い
う
。
前
蔵
相
の
高
橋
是
清
（
茶
話
会
）
は
、
衆
議
院
で
の
答
弁
と
異
な
り
貴
族

院
で
は
第
六
四
条
第
二
項
で
支
出
し
た
と
答
弁
す
れ
ば
よ
い
と
若
槻
蔵
相
に
示
唆
し
た
が
、
若
槻
は
、
政
府
見
解
は
一
定
だ
と
答
え
た
。
仲
小
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路
の
不
承
諾
説
は
、
賛
成
者
少
数
で
否
決
さ
れ
、
衆
議
院
と
同
様
に
、
一
部
不
承
諾
説
、
そ
し
て
報
告
に
警
告
を
附
す
か
否
か
が
論
議
さ
れ
た
。

石
渡
敏
　
（
交
友
倶
楽
部
）
は
生
糸
救
済
、
米
価
調
整
、
港
湾
修
繕
費
に
つ
い
て
不
承
諾
だ
と
主
張
し
、
鎌
田
栄
吉
（
交
友
倶
楽
部
）
も
生
糸
救

済
、
米
価
調
整
を
不
承
諾
と
し
、
高
橋
は
「
外
国
へ
供
給
ス
ル
為
ノ
軍
需
品
ノ
製
造
二
要
シ
タ
費
用
」
と
「
先
般
倫
敦
二
於
テ
四
千
万
円
ノ
証

券
ノ
借
換
ノ
事
実
が
出
来
テ
、
三
千
万
円
借
換
ヘ
テ
千
万
円
現
金
デ
返
ス
」
支
出
に
不
承
諾
だ
と
述
べ
た
。

　
し
か
し
委
員
会
の
大
勢
は
、
阪
井
重
季
（
茶
話
会
）
の
提
案
し
た
「
政
府
ノ
云
フ
コ
ト
が
十
分
是
デ
宜
イ
ト
云
フ
コ
ト
ノ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ

政
府
二
警
告
ヲ
与
ヘ
テ
今
日
ノ
場
合
二
取
ッ
テ
ハ
之
ヲ
承
認
」
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
警
告
案
に
村
上
敬
次
郎
（
研
究
会
）
や
中
島
永
元

（
土
曜
会
）
が
賛
同
し
た
。
注
意
す
べ
き
は
村
上
の
主
張
で
あ
る
。
剰
余
金
支
出
の
事
後
承
諾
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
委
員
長
を
二
度
（
第

二
八
、
第
三
〇
議
会
）
務
め
た
村
上
は
、
「
従
来
貴
族
院
が
承
諾
不
承
諾
ヲ
決
シ
タ
慣
例
等
温
鑑
ミ
マ
ス
ル
ト
、
矢
張
リ
此
支
出
ハ
第
六
十
四
条

第
二
項
二
当
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
即
チ
ソ
レ
ニ
依
ッ
テ
影
野
承
諾
ヲ
求
メ
ラ
レ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ノ
見
解
二
依
ッ
テ
従
来
貴
族

院
ハ
此
承
諾
不
承
諾
ヲ
決
シ
タ
モ
ノ
」
だ
と
捉
え
て
い
た
。
そ
こ
で
村
上
は
、
今
回
も
「
貴
族
院
ハ
貴
族
院
ノ
見
解
二
依
ッ
テ
是
二
承
諾
ヲ
与

ヘ
ル
ト
カ
承
諾
ヲ
与
ヘ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
決
メ
タ
イ
」
と
提
案
し
た
。
村
上
の
意
見
に
賛
同
す
る
形
で
委
員
会
と
し
て
は
「
貴
族
院
ハ
貴
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

院
ト
シ
テ
ノ
解
釈
デ
進
ム
」
こ
と
と
な
り
、
採
決
の
結
果
、
仲
小
路
、
石
渡
、
高
橋
、
鎌
田
の
反
対
は
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
承
諾
の
上
で
政
府

に
警
告
を
与
え
る
と
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
六
月
九
日
の
本
会
議
で
は
、
徳
川
慶
久
（
純
無
所
属
）
が
委
員
会
報
告
と
し
て
「
政
府
二
警
告
ヲ
与
ヘ
タ
イ
」
と
説
明
し
た
。
警
告
文
は
、

蚕
糸
業
救
済
と
米
価
調
節
へ
の
支
出
に
関
し
て
、
そ
の
必
要
性
と
効
果
か
ら
承
諾
す
る
が
、
「
最
モ
慎
重
ヲ
要
シ
且
其
時
機
方
法
二
至
リ
テ
ハ

遺
憾
」
で
あ
り
、
「
政
府
ハ
将
来
斯
ノ
如
キ
支
出
ヲ
為
サ
サ
ル
コ
ト
及
之
ヲ
継
続
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
望
ム
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
軍
需
品
供
給
、

水
道
補
助
費
、
港
湾
修
築
費
補
助
に
つ
い
て
も
警
告
が
付
さ
れ
た
。
委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
仲
小
路
は
、
政
府
の
解
釈
を
「
一
方
ノ
足
ハ
憲

法
以
外
二
号
出
シ
テ
置
イ
テ
、
而
シ
テ
一
方
ノ
足
ハ
憲
法
内
」
に
あ
る
「
奇
怪
千
万
」
な
考
え
だ
と
論
じ
た
上
で
、
「
政
府
が
国
庫
ノ
金
額
ヲ

支
出
イ
タ
シ
テ
仕
舞
ッ
タ
後
」
に
承
諾
を
求
め
て
い
る
場
合
の
警
告
と
は
如
何
な
る
意
味
な
の
か
を
問
い
、
批
判
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
「
如
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何
二
衆
議
院
二
二
テ
多
数
ノ
意
見
タ
リ
ト
モ
、
貴
族
院
ハ
貴
族
院
ト
シ
テ
仮
令
単
独
ニ
シ
テ
モ
、
一
院
デ
ア
リ
マ
シ
テ
モ
、
是
位
ノ
意
見
ヲ
主

張
ス
ル
者
ガ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
」
と
貴
族
院
の
立
場
を
強
調
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
岡
田
良
平
（
研
究
会
）
は
剰
余
金
支
出
に
賛

成
す
る
。
岡
田
は
「
多
年
ノ
慣
例
」
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
「
事
実
問
題
ト
シ
テ
唯
今
承
諾
ヲ
求
メ
ラ
レ
テ
居
ル
箇
条
二
不
当
ト
認
メ
ル
モ
ノ
」

は
一
つ
も
な
く
、
さ
ら
に
「
憲
法
上
ノ
解
釈
ヲ
貴
族
院
ガ
＝
疋
シ
タ
」
迎
盆
、
「
是
思
懸
々
シ
キ
大
事
デ
ア
ル
」
と
述
べ
た
。
仲
小
路
の
説
に

従
い
不
承
諾
を
与
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
「
貴
族
院
ノ
憲
法
上
ノ
解
釈
が
仲
小
路
君
ト
同
一
ノ
解
釈
」
に
な
っ
た
こ
と
を
意
業
す
る
が
、
「
憲
法
ノ

解
釈
ヲ
一
定
ス
ル
ニ
ハ
斯
ノ
如
キ
軽
々
シ
イ
手
続
ヲ
以
テ
決
定
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ナ
イ
」
と
仲
小
路
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
奥
平
昌
恭
（
甲

申
倶
楽
部
）
も
剰
余
金
支
出
が
違
憲
だ
と
断
言
す
る
の
は
「
頗
ル
早
計
ナ
ル
所
ノ
議
論
」
で
あ
り
、
「
剰
余
金
ノ
支
出
ハ
憲
法
ノ
精
神
上
認
メ
テ

居
ル
所
ノ
モ
ノ
ダ
ト
云
フ
郭
外
ナ
ラ
ナ
イ
」
と
し
た
。
採
決
の
結
果
、
委
員
会
決
議
の
採
用
が
多
数
で
可
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
貴
族
院
も
支
出
を
事
後
承
諾
し
た
。
た
だ
し
討
論
の
中
で
は
、
剰
余
金
支
出
に
つ
い
て
の
貴
族
院
側
の
解
釈
と
は
如
何
な
る
も
の

な
の
か
が
再
認
識
さ
れ
て
い
た
。
貴
族
院
の
解
釈
は
衆
議
院
と
同
｝
で
あ
る
の
か
否
か
、
そ
し
て
そ
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
「
慣
習
」
と
い
う
状
態
が
融
解
す
る
可
能
性
を
僅
か
に
秘
め
つ
つ
の
承
諾
で
あ
っ
た
。
ま
た
仲
小
路
の
主
張
す
る
非
承
諾
論
は
退
け

ら
れ
た
も
の
の
、
二
院
制
の
一
翼
た
る
貴
族
院
の
位
置
づ
け
を
一
面
で
は
強
調
す
る
彼
の
提
起
は
、
他
の
議
員
た
ち
に
も
通
底
し
得
る
も
の
も

あ
っ
た
。
そ
の
表
出
が
、
内
閣
と
衆
議
院
に
正
面
か
ら
反
対
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
面
的
に
賛
同
す
る
訳
で
は
な
い
、
「
警
告
」
を
附
し

た
形
で
の
承
諾
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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第
三
節
　
余

波

　
最
後
に
、
大
隈
内
閣
以
後
の
内
閣
の
対
応
を
簡
単
に
論
じ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
大
隈
内
閣
は
、
第
一
次
山
本
内
閣
の
閣

議
決
定
と
同
趣
旨
の
解
釈
を
採
用
し
た
上
で
、
議
会
に
事
後
承
諾
を
求
め
る
時
期
を
次
期
議
会
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、
続
く
寺
内
内
閣
は
、

そ
れ
ま
で
の
解
釈
を
一
変
さ
せ
た
。



大正初期の三余金支出」問題（国分）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
大
正
六
年
一
月
に
行
わ
れ
た
閣
議
決
定
は
、
「
政
府
従
来
ノ
見
解
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
憲
法
上
ノ
論
拠
ト
シ
テ
薄
弱
」
で
あ
り
、
「
衆
議
院
二
於
ケ

ル
従
来
ノ
是
認
シ
タ
ル
見
解
ニ
無
反
ス
ト
難
」
、
「
国
庫
剰
余
金
ノ
支
出
ハ
憲
法
第
六
十
四
条
第
二
項
ノ
認
ム
ル
所
」
と
し
た
。
そ
し
て
予
備
金

増
額
の
必
要
性
を
認
め
る
と
共
に
、
「
承
諾
寝
酒
予
備
金
支
出
ノ
承
諾
案
ト
同
様
年
度
経
過
後
ノ
議
会
二
提
出
」
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
閣
議
決
定
の
契
機
と
な
っ
た
、
勝
田
主
計
蔵
相
の
請
議
は
、
大
隈
内
閣
に
よ
る
議
会
へ
の
提
出
時
期
の
変
更
を
踏
ま
え
、
「
国
庫
剰
余
金
又

ハ
歳
入
金
ヲ
財
源
ト
ス
ル
予
算
超
過
及
予
算
外
ノ
支
出
ハ
慣
例
二
依
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
事
後
承
諾
ヲ
求
ム
ル
ハ
憲
法
第
六
十
四
条
第
二
項

二
恩
ル
」
と
従
来
通
り
の
解
釈
を
踏
襲
し
た
上
で
、
「
事
後
承
諾
ヲ
求
ム
ル
ノ
時
期
」
を
大
隈
内
閣
の
「
新
例
二
依
リ
、
年
度
経
過
ヲ
待
タ
ス

シ
テ
直
二
之
ヲ
次
ノ
議
会
二
提
出
ス
ル
」
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
仲
小
路
前
夕
商
務
相
が
不
同
意
を
表
明
し
、
勝
田
に
再
考
を
促
し
た
。
第
三

六
議
会
の
貴
族
院
で
事
後
承
諾
に
反
対
し
た
仲
小
路
に
と
っ
て
、
従
来
の
解
釈
の
踏
襲
に
は
賛
同
で
き
な
か
っ
た
。
仲
小
路
の
反
発
が
原
因
か

は
判
然
と
し
な
い
が
、
閣
議
決
定
は
仲
小
路
の
説
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
さ
ら
に
事
後
承
諾
を
求
め
る
時
期
を
旧
例
に
復
し
た
。

　
と
は
言
え
、
衆
議
院
特
別
委
員
会
（
第
四
〇
議
会
）
で
有
松
英
義
法
制
局
長
官
は
、
政
友
会
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
か
、
内
閣
の
解
釈
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
山
本
内
閣
ノ
時
ノ
解
釈
ト
恐
ラ
ク
ハ
結
局
二
身
テ
帰
着
ハ
同
ジ
事
ニ
ナ
ル
」
と
前
置
き
し
た
上
で
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。
有
松
は
議
会
へ
の

事
後
承
諾
の
根
拠
を
第
六
四
条
第
二
項
だ
と
し
た
山
本
内
閣
の
閣
議
決
定
と
の
共
通
点
を
強
調
す
る
も
の
の
、
支
出
の
根
拠
を
第
六
四
条
第
二

項
だ
と
明
確
化
し
た
解
釈
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
雪
明
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
伺
え
る
。
有
松
に
よ
れ
ば
、
「
憲
法
二
違
反
シ
タ
行
為
ヲ

後
日
議
会
ノ
承
諾
二
依
テ
責
任
ヲ
解
除
セ
ラ
レ
ル
ト
云
フ
主
義
者
、
我
が
憲
法
デ
ハ
執
ッ
テ
居
」
ら
ず
、
「
必
ズ
拠
り
所
ヲ
憲
法
二
求
メ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
ラ
」
な
い
。
議
会
へ
事
後
承
諾
を
求
め
る
根
拠
を
憲
法
第
六
四
条
第
二
項
と
す
る
以
上
、
支
出
の
根
拠
も
憲
法
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
た
だ
し
山
本
内
閣
の
閣
議
決
定
の
内
容
を
既
知
と
す
る
有
松
と
、
議
会
の
事
後
承
諾
を
憲
法
上
の
根
拠
を
持
た
な
い
「
責
任
解
除
」
だ
と

し
た
高
橋
蔵
相
の
答
弁
し
か
知
ら
な
い
議
員
た
ち
と
の
問
で
は
、
前
提
と
な
る
べ
き
事
後
承
諾
の
根
拠
へ
の
理
解
の
段
階
で
齪
齢
が
あ
り
、
こ

の
説
明
が
的
確
だ
っ
た
か
は
疑
問
が
残
る
。
最
終
的
に
有
松
は
、
支
出
に
つ
い
て
「
已
ム
ヲ
得
ズ
事
後
ノ
承
諾
二
天
ル
」
場
合
に
、
「
政
府
が

不
当
ノ
手
続
ヲ
執
ッ
テ
、
議
会
ノ
協
賛
ヲ
経
ズ
シ
テ
ド
シ
く
ヤ
ッ
タ
ト
云
フ
事
ニ
ナ
レ
バ
、
是
ハ
亦
政
治
問
題
」
で
は
あ
る
が
、
「
六
十
四
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条
ノ
憲
法
ノ
精
神
ニ
ハ
惇
ラ
ナ
イ
」
と
発
言
す
る
に
至
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
隈
内
閣
期
の
論
議
を
踏
ま
え
て
、
寺
内
内
閣
は
「
憲
法
上
ノ
論
拠
」
に
留
意
し
た
解
釈
を
採
用
し
た
が
、
原
内
閣
に
は
踏

襲
さ
れ
な
か
っ
た
。
第
四
～
議
会
の
衆
議
院
で
高
橋
是
清
蔵
相
は
、
剰
余
金
支
出
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て
、
第
三
一
議
会
の
会
期
中
に
閣
議

決
定
を
行
い
、
「
其
当
時
ノ
議
場
二
政
府
ノ
解
釈
ヲ
確
定
シ
タ
ル
所
ヲ
明
言
シ
タ
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
現
政
府
ハ
矢
張
其
時
ノ
閣
議
ノ
決
定
ノ

趣
旨
二
何
等
変
ラ
ヌ
」
と
、
第
一
次
山
本
内
閣
の
閣
議
決
定
を
読
み
上
げ
た
。
高
橋
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
山
本
内
閣
に
お
い
て
「
始
メ
テ
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

議
会
ト
政
府
ト
予
備
金
外
支
出
ノ
法
律
ノ
解
釈
二
就
テ
ハ
意
見
が
一
致
シ
タ
」
の
だ
と
い
う
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
山
本
内
閣
に
お
い
て
内
閣

と
議
会
と
の
閥
で
「
意
見
が
一
致
」
し
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
が
、
政
友
会
を
与
党
と
す
る
内
閣
で
の
、
内
閣
と
議
会
と
を
取
り
持

つ
解
釈
の
連
続
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
再
度
の
争
点
化
の
防
止
を
試
み
た
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。

①
委
員
（
魍
衆
望
大
正
㎞
七
、
三
九
九
頁
）
は
、
町
田
忠
治
、
守
屋
此
助
、
鳥
居

　
錦
次
郎
、
硲
俊
聰
、
斎
藤
隆
夫
、
鈴
木
久
次
郎
（
同
志
会
）
、
罵
桝
大
吉
郎
、
菊

　
池
武
徳
（
中
正
会
）
、
野
添
宗
三
（
国
民
党
）
、
斎
藤
珪
次
、
堀
切
善
兵
衛
、
山
本

　
悌
二
郎
、
古
谷
久
綱
、
吉
植
庄
一
郎
（
政
友
会
）
、
今
村
七
平
、
高
木
正
年
、
木

　
村
平
右
衛
門
（
無
所
属
団
・
大
隈
伯
後
援
会
）
で
あ
る
。

②
噸
衆
本
㎞
三
〇
、
六
六
－
七
六
頁
。

③
愚
論
委
大
正
㎞
七
、
四
二
五
－
四
四
〇
頁
。

④
噸
配
本
㎞
三
〇
、
二
＝
⊥
三
七
頁
Q

⑤
「
田
日
記
」
大
正
四
年
四
月
＝
百
条
。

⑥
「
田
日
記
駄
大
正
四
年
五
月
三
日
条
。
平
田
東
助
と
の
意
見
交
換
で
も
田
は

　
「
責
任
支
幽
及
航
路
補
助
問
題
」
を
論
じ
た
（
「
田
日
記
」
大
正
四
年
五
月
五
日

　
条
）
。

⑦
「
田
日
記
」
大
正
四
年
五
月
八
日
条
。

⑧
「
田
日
記
」
大
正
四
年
五
月
一
七
日
条
。
茶
話
会
幹
部
は
「
遠
洋
航
海
補
助
予

　
算
内
支
出
之
適
否
」
を
話
し
合
い
、
田
は
憲
法
違
反
だ
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
　

　
木
文
相
を
招
き
弁
明
を
聞
い
た
が
、
田
は
首
肯
し
得
な
い
と
考
え
て
い
た
。

⑨
武
富
時
敏
「
遠
洋
航
路
補
助
問
題
に
就
て
」
『
新
日
本
㎞
五
－
三
、
～
九
一
五
、

　
二
三
頁
。
武
富
は
、
「
元
来
遠
洋
航
路
に
対
す
る
補
助
金
は
、
終
了
し
た
る
航
海

　
に
対
し
、
其
実
蹟
を
調
査
し
た
る
上
、
支
給
す
る
も
の
に
し
て
、
毎
年
一
月
に
発

　
航
す
る
航
海
と
難
、
其
～
航
海
を
終
了
し
、
受
命
者
よ
り
成
規
の
請
求
書
を
提
出

　
し
、
逓
儒
省
に
於
て
発
着
証
明
書
等
を
審
査
し
、
成
規
の
航
海
を
践
行
し
た
る
や

　
否
を
確
め
、
之
に
対
す
る
相
当
補
助
金
を
支
給
す
る
は
、
何
れ
も
毎
年
四
月
後
に

　
属
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
二
四
頁
）
。
他
方
、
仲
小
路
廉
は
「
遠
洋
航
路
補

　
助
問
題
に
就
て
」
と
い
う
小
冊
子
を
作
成
し
、
内
閣
の
対
応
に
批
判
を
加
え
て
い

　
た
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
箆
所
蔵
「
仲
小
路
廉
関
係
文
書
」
六
九
）
。

⑩
鶴
見
祐
輔
編
著
凹
後
藤
新
平
㎞
三
、
後
藤
薪
平
伯
伝
記
編
纂
会
、
｝
九
三
七
、

　
五
六
九
頁
。

⑪
魍
貴
本
』
三
～
、
一
八
七
頁
。

⑫
遡
貴
委
大
正
』
三
、
五
一
七
－
五
五
四
頁
。
委
員
長
は
徳
川
慶
久
（
純
無
所

　
属
・
公
爵
）
、
副
委
員
長
は
正
親
町
実
正
（
研
究
会
・
伯
爵
）
、
委
員
は
奥
平
曼
恭
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（
甲
申
倶
楽
部
・
伯
爵
）
、
西
村
亮
吉
（
土
曜
会
・
勅
撰
）
、
中
島
永
元
（
土
曜

　
会
・
勅
撰
）
、
鎌
田
勝
太
郎
（
土
曜
会
・
多
額
）
、
三
島
弥
太
郎
（
研
究
会
・
子

　
爵
）
、
伊
集
院
兼
知
（
研
究
会
・
子
爵
）
、
阪
井
重
季
（
茶
話
会
・
男
爵
）
、
高
橋

　
是
清
（
茶
話
会
・
男
爵
）
、
村
上
敬
次
郎
（
研
究
会
・
勅
撰
）
、
仲
小
路
廉
（
無
所

　
属
・
勅
撰
）
、
東
郷
安
（
無
所
属
・
男
爵
）
、
石
渡
敏
一
（
交
友
倶
楽
部
・
勅
撰
）
、

　
鎌
田
栄
吉
（
交
友
倶
楽
部
・
勅
撰
）
。
両
日
と
も
欠
席
し
た
三
島
を
除
き
、
全
員

　
が
出
席
し
た
。

⑬
「
上
院
責
任
支
出
委
員
会
警
告
付
承
諾
に
決
す
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正

　
四
年
六
月
一
一
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

⑭
噌
貴
本
士
三
、
二
七
四
－
二
八
四
頁
。
田
は
「
責
任
支
出
事
後
承
諾
案
、
論

　
争
激
甚
」
と
評
し
て
い
る
（
門
田
日
記
偏
大
正
四
年
六
月
九
日
条
）
。

⑮
「
国
庫
剰
余
金
ノ
支
出
二
関
ス
ル
憲
法
上
ノ
論
拠
其
他
二
付
政
府
ノ
見
解
ヲ
決

　
定
ス
」
（
「
公
文
類
聚
」
四
一
編
・
大
正
六
年
・
＝
一
巻
）
。
一
二
月
羅
臼
付
で
有

　
松
法
制
局
長
蜜
か
ら
寺
内
首
相
に
稟
申
さ
れ
た
。

⑯
国
立
国
会
図
轡
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
勝
田
家
文
書
」
五

　
…
二
。
以
後
の
毒
内
内
閣
の
閣
議
決
定
の
経
緯
は
本
史
料
に
よ
る
。

⑰
『
衆
委
大
正
』
一
五
、
一
九
三
－
二
〇
〇
頁
、
大
正
七
年
三
月
　
六
日
。

⑱
『
衆
委
大
正
』
二
〇
、
九
八
頁
、
大
正
八
年
三
月
一
〇
日
。

大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

　
帝
国
憲
法
は
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
の
措
置
と
し
て
第
八
条
と
第
七
〇
条
を
想
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
適
用
範
囲
は
運
用
に
お
い
て
制
限
さ
れ

て
い
た
。
そ
こ
で
手
続
き
上
、
よ
り
安
易
な
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
対
策
と
し
て
、
国
庫
剰
余
金
そ
の
他
に
よ
る
予
算
超
過
・
予
算
外
支
出
は
生

ま
れ
た
。
議
会
で
は
当
初
か
ら
そ
の
支
出
に
疑
義
が
持
た
れ
て
い
た
も
の
の
、
憲
法
上
の
根
拠
を
棚
上
げ
し
た
「
責
任
支
出
」
と
い
う
解
釈
が

登
場
す
る
。
こ
の
曖
昧
さ
を
秘
め
た
解
釈
は
、
国
政
の
円
滑
な
運
営
に
不
可
欠
な
処
置
と
し
て
支
出
を
認
め
つ
つ
も
、
憲
法
上
の
根
拠
を
必
ず

し
も
明
示
せ
ず
に
支
出
へ
の
疑
義
を
残
す
こ
と
で
、
議
会
の
予
算
審
議
の
完
全
な
形
骸
化
を
抑
制
す
る
と
い
う
、
時
に
背
反
す
る
二
つ
の
要
請

へ
の
暫
定
的
な
解
答
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
曖
昧
さ
が
成
立
し
得
る
た
め
に
は
、
内
閣
が
支
出
を
必
要
最
低
限
に
留
め
る
｝
方
、
他
方
で
議
会
が
そ
の
支
出
を
承
諾
す
る
と
い

う
、
相
互
の
了
解
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
既
に
行
わ
れ
た
支
出
に
つ
い
て
議
会
が
承
諾
も
し
く
は
不
承
諾
を
示
し
て
も
、
支
出
そ
れ
自
体

は
何
ら
の
変
更
は
加
え
ら
れ
ず
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
議
会
で
の
審
議
に
は
実
質
的
な
意
味
な
ど
は
存
在
し
な
い
と
も
解
し
得
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
で
の
討
論
と
疑
義
の
眼
差
し
が
、
剰
余
金
支
出
に
対
す
る
内
閣
の
振
る
舞
い
に
＝
疋
の
自
制
を
も
た
ら
す
の
で

あ
る
。
忘
却
も
一
つ
の
智
慧
で
あ
り
、
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
状
況
へ
の
対
応
策
に
内
在
し
た
緊
張
感
も
徐
々
に
薄
れ
て
い
く
。
「
慣
行
」
・
「
慣
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習
」
の
名
の
下
に
日
常
の
中
へ
と
埋
没
し
て
い
く
が
、
内
閣
と
議
会
の
関
係
の
変
遷
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
剰
余
金
支
出
と
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
の

黙
契
は
、
両
者
の
関
係
そ
の
も
の
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
基
底
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
第
一
次
山
本
内
閣
総
辞
職
以
後
の
海
軍
継
続
費
の
支
出
方
法
を
め
ぐ
り
、
剰
余
金
支
出
は
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
考
慮
さ
れ
つ
つ
も
、
変

則
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
憲
法
の
解
釈
上
の
妥
当
性
、
支
出
額
や
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
性
と
い
う
効
果
の
観
点
か
ら
、
臨
時
議
会
召
集
に
方

策
が
収
集
し
て
い
っ
た
が
、
た
と
え
建
前
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
立
憲
」
の
文
脈
と
議
会
の
予
算
審
議
へ
の
目
配
せ
を
所
与
と
し
て
駆
け
引

き
が
展
開
さ
れ
て
い
た
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
次
大
隈
内
閣
は
、
前
内
閣
の
与
党
か
つ
衆
議
院
多
数
派
で
あ
っ
た
政
友
会
の
剰
余

金
支
出
へ
の
対
応
を
批
判
し
て
き
た
非
政
友
会
系
政
党
の
支
持
を
得
た
内
閣
で
あ
り
、
第
三
六
議
会
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
武
富
時
敏
な

ど
の
政
党
出
身
の
閣
僚
は
剰
余
金
支
出
に
否
定
的
だ
っ
た
。
さ
ら
に
貴
族
院
か
ら
入
閣
し
た
一
木
喜
徳
郎
も
、
か
つ
て
「
責
任
支
出
」
を
違
憲

だ
と
し
て
お
り
、
入
閣
後
も
「
責
任
支
出
に
就
い
て
、
余
の
学
説
は
少
し
も
変
ら
な
い
が
、
慣
例
に
依
っ
て
公
に
認
め
ら
れ
た
解
釈
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
、
止
む
を
得
ず
之
を
認
め
之
に
従
っ
た
」
と
説
明
し
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
第
｝
次
世
界
大
戦
に
伴
う
経
済
情
勢
の
変
化
へ
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
大
隈
内
閣
は
、
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
条
項
の
解
釈
を

め
ぐ
る
枢
密
院
の
反
発
を
受
け
、
枢
密
院
側
の
主
張
を
踏
襲
す
る
形
で
剰
余
金
支
出
の
実
行
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
剰
余
金
支
出
の
規

制
は
、
予
備
金
の
増
額
な
ど
の
対
処
だ
け
で
は
な
く
、
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
条
項
の
解
釈
の
変
更
と
同
期
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
大
隈
内
閣
の
剰
余
金
支
出
の
特
徴
に
は
、
内
閣
の
恣
意
的
な
支
出
と
し
て
批
判
を
集
め
た
米
価
調
節
や
蚕
糸
業
保
護
な
ど
の

「
経
済
政
策
」
の
色
彩
を
持
つ
支
出
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
支
出
を
本
来
、
憲
法
第
八
条
や
第
七
〇
条
は
想
定
し
て
い

な
い
と
す
る
枢
密
院
側
の
解
釈
か
ら
、
そ
の
代
替
的
な
機
能
が
剰
余
金
支
出
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
支
出
の
事
後
承
諾
が
求
め
ら
れ
た
第

三
六
議
会
で
は
、
衆
議
院
の
非
政
友
会
勢
力
の
多
く
は
与
党
と
し
て
承
諾
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
の
、
貴
族
院
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
議

会
内
外
で
論
議
を
招
く
に
至
る
。
各
機
関
・
勢
力
を
め
ぐ
る
関
係
、
そ
れ
に
附
随
す
る
議
会
運
営
、
さ
ら
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
国
際

情
勢
が
、
昨
日
ま
で
と
は
違
う
容
貌
を
見
せ
、
そ
し
て
折
り
重
な
っ
た
時
、
剰
余
金
支
出
に
潜
む
危
う
さ
が
再
び
想
起
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
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大正初期の「剰余金支出」問題（国分）

　
こ
う
し
て
、
剰
余
金
支
出
へ
の
疑
義
が
～
段
と
印
象
付
け
ら
れ
る
と
共
に
、
憲
法
第
八
条
、
第
七
〇
条
の
適
用
緩
和
と
い
う
形
で
憲
法
の
解

釈
を
変
更
さ
せ
る
必
要
が
現
出
す
る
。
し
か
し
、
解
釈
を
変
更
で
き
な
か
っ
た
大
隈
内
閣
は
、
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
状
況
へ
の
対
応
と
い
う
、

剰
余
金
支
出
が
そ
の
誕
生
か
ら
担
っ
て
き
た
役
割
を
代
替
す
る
よ
う
な
新
た
な
選
択
肢
を
も
獲
得
で
き
ず
、
今
後
そ
の
必
要
性
が
増
加
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

考
え
ら
れ
る
即
時
的
な
「
経
済
政
策
」
の
手
段
の
確
立
に
つ
い
て
、
少
な
か
ら
ぬ
先
送
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
「
臨
時
」
・
「
緊
急
」
を
め
ぐ

っ
て
生
じ
た
奔
流
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
枢
密
院
と
の
関
係
を
水
面
下
に
睨
み
つ
つ
、
内
閣
と
議
会
の
位
置
づ
け
か
ら
馴
致
の
途
が
模

索
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
寺
内
内
閣
は
、
剰
余
金
支
出
問
題
を
両
院
関
係
か
ら
捉
え
よ
う
と
し
つ
つ
あ
っ
た
貴
族
院
に
も
留
意
し
て
、
そ
れ
ま

で
の
解
釈
を
変
更
し
て
憲
法
上
の
根
拠
の
明
確
化
を
行
う
一
方
、
原
内
閣
は
、
自
ら
の
基
盤
た
る
衆
議
院
を
背
景
に
、
「
慣
習
」
と
し
て
上
書

き
す
る
こ
と
で
、
再
争
点
化
の
抑
制
を
企
図
し
た
。
「
責
任
支
出
」
は
「
立
憲
」
の
文
脈
か
ら
言
え
ば
透
徹
し
た
論
理
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、

内
閣
と
議
会
を
取
り
持
つ
解
釈
の
連
続
性
や
安
定
性
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
議
会
勢
力
た
る
政
党
を
基
礎
と
す
る
内
閣
の
政
策
、
さ
ら
に

は
基
軸
た
る
政
党
の
「
思
惑
」
が
、
憲
法
そ
し
て
議
会
制
の
理
念
と
い
う
観
点
に
拘
束
さ
れ
つ
つ
も
、
緊
張
感
を
孕
み
な
が
ら
、
時
と
し
て
そ

う
し
た
理
念
を
掘
り
崩
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
が
、
萌
芽
的
だ
が
実
際
的
な
問
い
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

①
　
河
井
出
入
『
一
木
先
生
回
顧
録
』
　
一
九
五
四
、
七
〇
1
七
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
責
任
支
畠
ト
異
り
、
法
律
上
之
ヲ
公
認
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
畢
寛
議
会
ノ
意
思

②
た
と
え
ば
工
藤
重
義
は
、
「
予
算
外
支
出
」
に
「
制
度
上
工
種
ノ
制
限
ヲ
附
ス
　
　
ノ
結
果
ト
云
フ
扁
べ
き
「
行
政
支
出
輪
の
採
用
を
主
張
し
て
い
る
（
工
藤
重
義

　
ベ
キ
」
だ
と
し
つ
つ
も
、
会
計
法
に
「
予
備
金
足
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
予
備
金
外
ノ
　
　
　
　
　
『
最
近
財
政
之
研
究
㎞
有
斐
閣
省
樗
、
一
九
一
七
、
一
六
二
よ
七
九
頁
）
。

　
支
出
ヲ
為
ス
ヲ
得
」
と
規
定
し
て
「
憲
法
上
ノ
疑
義
ヲ
一
掃
」
す
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
・
助
教
）

103 （533）



social　classes　（other　than　the　ruling　class）　was　regarded　as　dangerous－a

view　that　continued　uRtil　the　Second　Empire，　with　the　exception　of　the

Second　Republic－recruitment　was　aimed　at　people　whose　social　aRd

ecoRomic　stability　was　secure．　Nevertheless，　the　implemeRtation　of　a　wage

system　for　the　auditeurs　opened　the　door　to　high－ranking　officialdom　for

young　candidates．　lt　is　assumed　that　this　change　had　a　similar　impact　of

opening　the　doors　of　high－ranking　officialdom　in　other　administrative　organs．

The　“Surplus　Expenditure”　lssue　in　the　Early　Taish6　Period，

　　　　　　　　　Focusing　on　the　Second　Okuma　Cabinet

by

KOI〈uBu　Koji

　　Article　64，　Paragraph　2　of　the　Constitution　of　the　Empire　of　Japan　（Any

and　all　expenditures　overpassing　the　appropriations　set　forth　in　the　Titles

and　Paragraphs　of　the　Budget，　or　that　are　not　provided　for　in　the　Budget，

shall　subsequeRtly　require　the　approbation　of　the　lmperial　Diet．）　stipulates

that　the　consent　of　the　lmperial　Diet　is　necessary　when　a　budget　overrun　or

expenditure　not　provided　for　in　the　budget　occurs．　The　Reserve　Fund

（Articie　69）　covers　these　expenditures．

　　Furthermore，　when　a　budget　overrun　or　expenditures　in　excess　of　the

budget　exceeded　the　fixed　amount　of　the　Reserve　Fund，　“surplus

expenditure，”　or　“expenditure　on　the　responsibility　of　the　cabinet”　as

addressed　in　the　Constitutlon，　was　often　covered　from　the　surplus　of　the

national　treasury．　This　article，　with　a　focus　on　the　second　O｝scuma　cabinet，

explores　arguments　exchanged　between　the　Cabine£　and　Diet　regarding

surplus　expenditure　as　well　as　how　“urgeRt”　and　“extraordinary”

circumstances　aRd　surplus　expenditures　were　interpreted　during　the　early

Taish6　period．

　　The　Constitution　of　the　Empire　of　Japan　stipulated　emergency　ordinances

（Article　8）　and　emergency　financial　actions　（Articie　70）　as　“urgent”　and

“extraordinary”　measures，　but　their　scope　of　application　was　limited．　Surplus

expenditure　was　proposed　as　a　more　feasible　“urgent”　and　“extraordinary”

measure．　The　Diet　questioned　the　expenditure　from　the　start，　b“t
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interpreting　it　as　an　“expenditure　on　the　responsibility　of　the　cabinet”　and

thus　allowing　questions　of　constitutionality　to　be　evaded　eventually　became

popular．　This　rather　ambiguous　interpretation　permitted　the　expenditure　as

indispensible　in　terms　of　the　smooth　opera£ion　of　the　government　and　also

prevented　the　Diet’s　budgetary　discussions　from　losiRg　all　substance，　and

maiRtaining　doubt　about　the　constitutionality　of　the　expenditure　it　thereby

satisfied　two　contradictory　demands．　ln　addition，　the　mutual　understandiRg

between　the　Cabinet，　which　wouid　restrict　the　expenditure　to　the　minimurn，

and　the　Diet，　which　would　approve　the　expenditure，　was　necessary　to

preserve　this　ambigulty．　This　tacit　agreement　on　surplus　expenditure　and　its

interpretation　was　derived　from　the　changiRg　relationship　between　the

Cabinet　and　Diet　over　time，　or　perhaps　may　have　served　as　the　foundation

for　the　two　parties　to　establish　a　relationship　itself．　The　iRterpretation　of　the

budget　between　the　Cabinet　aRd　the　Diet　required　an　equilibrium　that

sometimes　went　beyond　theories．

　　Tkis　subject　of　surplus　expenditure　was　actively　debated　during　the

second　Okuma　cabinet．　Heated　debate　within　and　outside　of　the　Diet

reflected　domestic　political　conditions　at　the　time，　including　alternating

Cabinets　and　changes　in　the　relationship　between　the　Cabinet　and　Diet　and

power　within　the　Diet　The　second　Okuma　cabinet，　which　was　already　faced

with　economic　challeRges　arising　from　World　War　1，　made　the　declsion　to

implement　a　surplus　expenditure　in　line　with　criticism　from　the　Privy

Council　regarding　interpretatioR　of　the　“urgent”　and　“extraordiRary”　clauses．

This　event　confirms　the　fact　that　regulatioR　on　surplus　expenditure　required

synchronization　with　the　interpretation　of　the　“urgent”　and　“extraordinary”

clauses　in　addition　to　dealing　with　the　prob1em　by　increasiilg　tke　reserve

fund．　Furtkermore，　one　can　also　note　that　the　second　Okuma　cabinet’s

surplus　expenditure　were　seen　as　having　the　character　of　“economic－policy

spending”　as　in　that　for　rice　market　regttlatlon　and　protection　of　the　silk－

reeling　industry，　which　aiso　sparked　criticism　for　being　arbitrary．　These

expeRditures　were　sought　as　an　alternative　method　fuRctioning　as　an　surplus

expenditure　scheme　that　was　based　on　the　unanticipated　interpretation　of

Articie　8　and　Article　70　by　the　Privy　CouRcil．　However，　when　approval　of

the　expenditure　was　submitted　after　the　fact　to　the　Diet，　the　majority　of　the

House　of　Representatives　had　no　other　choice　but　to　accept　it　as　members　of

the　ruling　party，　but　the　House　of　Peers　and　others　within　aRd　outside　of　the

Diet　criticized　the　actien．

　　Thus，　questioning　of　surplus　expenditures　became　more　evident　and　the
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need　to　change　the　constitutional　interpretation　through　mitigation　of　the

application　of　Article　8　and　Article　70　arose．　The　second　Okuma　cabinet

failed　to　modify　its　interpretation，　however，　and　could　not　formulate　a　new

alternative　to　surplus　expenditure　in　order　to　respond　to　“urgent”　and

“extraordinary”　circumstances．　They　were　consequently　forced　to

coRsiderably　delay　establishment　of　immediate　“economic　policies”　whose

necessity　was　expected　to　increase．

　　The　interpretation　of“expenditure　on　the　responsibility　of　the　cabinet”　is

not　perfectly　logical　in　the　context　of　”constitutionalism．”　But　the　continuity

and　the　stability　of　the　interpretation　held　by　the　Cabinet　and・the　Diet　was

emphasized，　ln　the　Early　Taish6　Period，　the　fact　that　the　policies　of　the

Cabinet　aRd　the　expectations　of　the　political　parties　underwent　great　strain

as　they　at　times　undermined　the　ideals　of　constitutionalism　and　the

parliameRtariaRism，　by　which　the　two　were　also　bound，　arose　as　a　incipient

and　practical　issue．
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